
―１―

第　２７　号

発行年月日　　平成１８年５月１日
発　行　人　　会長　青木　　宏
編　集　者　　　　　沖原　玉章
日本指圧専門学校同窓会
東京都文京区小石川２－１５－６
〒１１２－０００２　TEL　０３－３８１３－７３５４
題　字　　山内　貞四郎

青

木　

宏

日
本
指
圧
専
門
学
校
同
窓
会
会
長

同
窓
会
員
と
運
営
委
員
の
連
絡
の
パ
イ
プ

　

二
〇
〇
五
年
は
、
浪
越
徳
治
郎
先
生
生
誕
百
年

に
ふ
さ
わ
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
誕
百
年
を
記
念
し
て
、
同
窓
会
と
し
て
は
、

二
〇
〇
五
年
五
月
に
会
報
第
二
十
六
号
を
発
行
し
、

「
浪
越
徳
治
郎
生
誕
百
年
を
祝
う
会
」
に
、
同
窓

会
員
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
と
共
に
、「
生
誕
百

年
記
念
特
集
」
に
七
頁
を
さ
き
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

同
じ
五
月
、
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
、
平
成
十

七
年
版
『
同
窓
会
会
員
名
簿
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

十
四
年
振
り
の
発
刊
で
、
そ
の
間
の
空
白
を
埋

め
る
の
は
容
易
な
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
、

発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
改
め
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

十
七
年
版
の
発
刊
に
む
け
て
努
力
し
た
こ
と
が
、

十
一
月
三
日
の
「
浪
越
徳
治
郎
生
誕
百
年
を
祝
う

会
」
に
、
同
窓
会
員
の
出
席
を
呼
び
か
け
易
く
な

り
、
会
の
成
功
に
大
い
に
貢
献
出
来
た
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
五
年
を
目
指
し
て
、
二
〇
〇
二
年
に
始

め
た
「
浪
越
徳
治
郎
杯
争
奪
芸
能
大
会
」
は
、
毎

年
二
月
十
一
日
の
学
校
創
立
記
念
日
に
開
催
し
、

二
〇
〇
五
年
ま
で
計
四
回
、
そ
の
都
度
、
優
勝
一

名
、
準
優
勝
二
名
を
決
め
て
き
ま
し
た
。
優
勝
者

に
は
生
誕
百
年
を
祝
う
会
で
、
自
慢
の
の
ど
を
披

露
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

年
が
明
け
て
、
二
〇
〇
六
年
の
二
月
十
一
日
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
優
勝
者
、
準
優
勝
者
で
競
う
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
熱
し
た
演
技
が
続
き
、
一
位
、
二
位
、
三
位

が
決
ま
り
、
五
年
に
亘
っ
た
浪
越
徳
治
郎
杯
争
奪

芸
能
大
会
の
幕
が
閉
じ
た
次
第
で
す
。

　

徳
治
郎
先
生
の
生
誕
百
年
に
ま
つ
わ
る
行
事
、

事
業
が
終
了
、
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
今
後
の

同
窓
会
活
動
に
つ
い
て
一
言
ふ
れ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

同
窓
会
に
は
運
営
委
員
会
が
あ
り
、
各
卒
業
期

毎
に
三
〜
五
名
選
出
し
て
、
本
会
の
運
営
に
当
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
運
営

委
員
会
は
総
会
に
次
ぐ
決
議
機
関
で
す
が
、
同
時

に
行
事
を
行
う
と
き
は
出
来
る
だ
け
参
加
し
て
、

と
き
に
は
運
営
に
手
を
貸
し
た
り
、
同
期
の
会
員

に
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
任
務
が
あ
り
ま
す
。

　

運
営
委
員
会
に
出
席
す
る
だ
け
で
も
ご
苦
労
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
期
の
会
員
に
連
絡
を

と
る
努
力
が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
大
変
な
仕

事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
義
務
づ
け
ら

れ
る
の
な
ら
、
運
営
委
員
は
引
き
受
け
ら
れ
な
い

と
い
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
連
絡
は
少

数
の
運
営
委
員
だ
け
で
や
る
の
で
は
な
く
、
少
な

く
と
も
ク
ラ
ス
単
位
で
手
分
け
し
て
す
る
な
ど
、

機
能
す
る
手
段
方
法
を
工
夫
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
同
窓
会
が
ど
ん
な
企
画
を

た
て
て
も
参
加
す
る
人
は
い
つ
も
同
じ
顔
ぶ
れ
、

参
加
し
な
い
人
は
い
つ
も
不
参
加
と
い
っ
た
状
態

が
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
状
改
革
に
は
、
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

学校法人浪越学園



●平成１８年５月１日

―２―

●日本指圧専門学校同窓会 会 報 （第２７号）

　

秋
晴
れ
の
平
成
十
七
年
十
一

月
三
日
、
東
京
文
京
区
の
東
京

ド
ー
ム
ホ
テ
ル
、
天
空
の
間
に

お
い
て
「
浪
越
徳
治
郎　

生
誕

百
年
を
祝
う
会
」
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
日
本
各
地
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
世
界
十

一
ヶ
国
よ
り
約
五
百
六
十
名
の

お
客
様
が
お
見
え
に
な
り
浪
越

徳
治
郎
先
生
の
生
誕
祭
を
お
祝

い
し
ま
し
た
。

　

巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
「
指
圧

の
こ
こ
ろ
母
ご
こ
ろ
お
せ
ば
生

命
の
泉
湧
く
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
元
気
に
唱
え
る
徳
治
郎
先
生

の
姿
が
映
し
出
さ
れ
、
祝
う
会

第
一
部
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

先
ず
、
神
田
紅
師
匠
に
よ
る
講

談
「
浪
越
徳
治
郎
一
代
記
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
お
囃
子
に

の
っ
て
神
田
紅
師
匠
が
壇
上
に

姿
を
現
す
と
会
場
は
一
気
に
華

や
い
だ
雰
囲
気
に
な
り
、
徳
治

郎
先
生
の
生
い
立
ち
か
ら
、
青

年
時
代
そ
し
て
指
圧
学
院
の
立

ち
上
げ
な
ど
徳
治
郎
先
生
の
生

涯
を
見
事
に
綴
り
会
場
か
ら
は

割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
起
き

ま
し
た
。

　

次
い
で
、
石
塚
寛
祝
う
会
実

行
委
員
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
が

あ
り
、
開
会
の
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
浪
越
和
民
祝

う
会
会
長
が
、
参
列
さ
れ
た
お

客
様
に
対
し
て
お
礼
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
煙
山
力
文
京
区
長

は
、
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に

徳
治
郎
先
生
の
偉
大
さ
を
讃
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
昭
和

四
十
三
年
頃
の
「
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
シ
ョ
ー
」
の
懐
か
し
い
映
像

が
流
さ
れ
る
と
、
ご
存
じ
桂
小

金
治
師
匠
の
登
場
で
す
。
放
映

時
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
、
徳
治
郎

先
生
の
好
き

だ
っ
た
「
北
国

の
春
」
を
草
笛

で
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、

徳
治
郎
先
生
を

東
京
の
お
父
さ

ん
と
呼
び
、
親

交
の
深
か
っ
た

佐
渡
ヶ
嶽
親
方

（
元
横
綱
琴
櫻
）

か
ら
、
徳
治
郎

先
生
と
の
思
い

出
と
お
祝
い
の

お
手
紙
が
映
像

を
交
え
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
う
会
当
日
は
、
海
外
か
ら

大
勢
の
お
客
様
が
日
本
に
お
見

え
に
な
り
ま
し
た
。
斉
藤
健
泉

先
生
（
カ
ナ
ダ
）、
池
永
清
先

生
（
カ
ナ
ダ
）、
浦
川
杳
子
先

生
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、
陳

美
玉
先
生
（
台
湾
）、
因
泥
文

彦
先
生
（
ア
メ
リ
カ
ハ
ワ
イ
）、

ロ
ベ
ル
ト
・
タ
ベ
ル
ナ
先
生

（
イ
タ
リ
ア
）、
小
野
田
茂
先
生

（
ス
ペ
イ
ン
）、
ア
ン
ネ
マ
リ

エ
・
フ
レ
イ
先
生
（
ス
イ
ス
）、

シ
ル
ビ
ア
・
ス
タ
ー
バ
ン
ト
・

ビ
ン
ク
ス
先
生
（
オ
ラ
ン
ダ
）、

グ
ラ
シ
エ
ラ
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
ッ

テ
ィ
ー
先
生
（
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
）、
高
光
哲
先
生
（
韓
国
）、

ロ
ジ
ェ
リ
オ
・
モ
ッ
テ
ィ
ー
先

生
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
を
は
じ
め
、

国
際
指
圧
協
会
員
百
二
十
七
名

の
皆
様
が
世
界
中
か
ら
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

山
岡
祥
宏
日
本
指
圧
協
会
理

事
長
、
青
木
宏
同
窓
会
会
長
が

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
後
、
ス
ク

リ
ー
ン
で
は
当
日
列
席
で
き
な

か
っ
た
方
々
か
ら
の
電
報
が
読

み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
Ｂ
＆
Ｂ
の
漫

才
で
会
場
が
爆
笑
の
渦
に
巻
き

込
ま
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、
歌

手
の
佳
山
明
生
さ
ん
が
ヒ
ッ
ト

曲
「
氷
雨
」
を
歌
い
上
げ
、
徳

治
郎
先
生
と
の
楽
し
い
思
い
出

を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
二
部
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
徳
治
郎
杯
芸
能
大

会
」
歴
代
優

勝
者
四
組
の

歌
、
見
事
な

歌
唱
力
で
生

誕
祭
は
徐
々

に
盛
り
上

が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ

し
て
、
佳
山

明
生
さ
ん
が

中
心
に
な
り

世
界
各
国
の

皆
様
が
壇
上

で
、

「
ウ

ィ

ー

ア
ー
ザ
ワ
ー

ル
ド
」
を
大

合
唱
し
ま
し

た
。
会
場
が

一
体
と
な
り
参
加
者
全
員
で
徳

治
郎
先
生
の
生
誕
百
年
を
お
祝

い
し
て
い
る
雰
囲
気
で
し
た
。

徳
治
郎
先
生
が
常
々
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
「
指
圧
で
世
界

The
peace

of

の
平
和
を
！
（             

the
w
orld

in
the
Shiatsu!

     
                    
）」

と
い
う
言
葉
を
実
感
し
た
瞬
間

で
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
林
秋
朝
祝
う
会

事
務
局
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
が

あ
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
に
お

礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後

に
、
指
圧
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
指

圧
の
心
母
ご
こ
ろ　

お
せ
ば
生

命
の
泉
湧
く
」
を
皆
で
唱
和
し
、

盛
大
な
生
誕
祭
は
閉
会
い
た
し

ま
し
た
。

浪
越
徳
治
郎
生
誕
百
年
を
祝
う
会スクリーンに映し出される浪越徳治郎先生

日本全国、世界各国から大集合

ウィーアーザワールドを皆で合唱
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父
、
浪
越
徳
治
郎
は
自
身
の

米
寿
祝
賀
会
（
平
成
四
年
十
一

月
三
日
）
の
数
日
後
「
米
寿
祝

も
無
事
盛
大
に
終
わ
っ
て
ホ
ッ

ト
ひ
と
息
つ
い
た
と
こ
ろ
次
は

百
歳
の
お
祝
い
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
」
と
百
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
こ
と
を
心
か
ら
望
ん

で
お
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
元
気
で
迎
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
遺
志
を
継
い
で
晴
天
に
恵
ま

れ
た
平
成
十
七
年
十
一
月
三
日

『
浪
越
徳
治
郎
生
誕
百
年
を
祝

う
会
』
が
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

「
天
空
の
間
」
に
お
い
て
、
海

外
か
ら
十
一
カ
国
百
二
十
余
名

を
含
む
五
百
六
十
名
の
方
々
に

参
加
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
談
師：

神
田　

紅
師
匠
に

よ
る
『
講
談：

浪
越
徳
治
郎
一

代
記
』
が
演
じ
ら
れ
る
中
で
開

宴
し
た
こ
の
会
も
、
故
人
と
大

変
ゆ
か
り
の
深
い
元
テ
レ
ビ
朝

日
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長
棟
方
宏
一

氏
の
司
会
に
引
き
継
が
れ
、
松

本
真
由
美
氏
の
通
訳
を
交
え
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
式
で
は
実
行

委
員
長
、
石
塚
寛
校
長
の
開
会

の
辞
、
実
行
委
員
会
会
長
と
し

て
の
私
の
挨
拶
、
煙
山　

力
文

京
区
長
の
来
賓
代
表
と
し
て
挨

拶
な
ど
滞
り
な
く
進
み
ま
し
た
。

特
に
煙
山
区
長
の
挨
拶
は
浪
越

徳
治
郎
の
あ
り
し
日
を
彷
彿
さ

せ
る
も
の
で
私
は
勿
論
、
参
加

者
全
員
に
深
い
感
動
を
与
え
て

く
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

会
は
友
人
代
表
の
桂　

小
金

治
師
匠
の
音
頭
で
杯
を
上
げ
、

祝
宴
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
宴
の
中
、
各
国
代
表
者
が

紹
介
さ
れ
、
続
い
て
日
本
指
圧

協
会
、
山
岡
祥
宏
理
事
長
、
日

本
指
圧
専
門
学
校
同
窓
会
、
青

木
宏
会
長
の
祝
辞
や
挨
拶
が
あ

り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
移
り

ま
し
た
。

　

人
気
漫
才
師
Ｂ
＆
Ｂ
氏
は

「
浪
越
徳
治
郎
と
島
田
洋
七
氏

の
ガ
バ
イ
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
を
絡

め
た
漫
才
を
披
露
、
佳
山
明
生

氏
が
自
身
の
歌
を
、
さ
ら
に
同

窓
会
主
催
の
浪
越
徳
治
郎
杯
争

奪
芸
能
大
会
の
歴
代
優
勝
者
四

名
が
プ
ロ
顔
負
け
の
歌
を
披
露

す
る
な
ど
、
和
や
か
な
う
ち
に

生
誕
百
年
祭
報
告
、
御
礼

学
校
法
人
浪
越
学
園　

理
事
長　

浪　

越　

和　

民

　

③
役
員
改
選
に
関
す
る
件

が
、
全
員
の
拍
手
に
よ
り
賛
同
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
（
新
体
制
は

別
掲
）。

　

そ
の
後
、「
指
圧
と
保
険
の

取
り
扱
い
」
と
題
し
て
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
内
城
勇
造
副
会
長
、
パ

ネ
ラ
ー
と
し
て
川
原
善
次
郎
副

会
長
、
佐
藤
一
美
日
本
指
圧
協

会
副
理
事
長
、
横
川
純
夫
新
幹

事
長
の
三
名
。

　

懇
親
会
で
は
、
歓
談
が
続
く

な
か
第
４
回
浪
越
徳
治
郎
杯
争

奪
芸
能
大
会
の
優
勝
者
「
田
中

達
也
と
愉
快
な
仲
間
た
ち
」

（
ア
カ
ペ
ラ
）、
準
優
勝
の
「
金

子
泰
隆
・
金
子
智
久
の
ギ
タ
ー

デ
ュ
オ
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
校
歌
斉
唱
、
鈴
木
林
三

　

日
本
指
圧
専
門
学
校
同
窓
会

の
平
成
十
七
年
度
通
常
総
会
が

平
成　

年
６
月　

日
（
日
）、

１７

１２

茗
荷
谷
の
茗
渓
会
館
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
在
校
生
を
含
め
、

百
四
十
余
名
。
定
刻　

時
、
同

１０

窓
生
物
故
者
に
対
し
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
た
後
、
総
会
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
後
藤
和
江
副
会
長

の
開
会
の
挨
拶
、
君
が
代
斉
唱

の
後
、
青
木
宏
会
長
の
挨
拶
と

続
き
、
浪
越
和
民
名
誉
顧
問
、

石
塚
寛
名
誉
会
長
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
団
の
選
出
が
行
わ
れ
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

①
平
成　

年
度
事
業
報
告
及

１６

び
決
算
報
告
、
監
査
報
告

　

②
平
成　

年
度
事
業
計
画
及

１７

び
予
算
案

平
成
十
七
年
度
通
常
総
会
内
容

  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

副
会
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
で
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
事
業
計

１７

画
と
し
て
、
第
一
回
指
圧
実
技

講
習
会
の
実
施
、
浪
越
徳
治
郎

杯
争
奪
芸
能
大
会
の
開
催
、
浪

越
徳
治
郎
生
誕
百
周
年
を
祝
う

会
の
協
賛
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
、
偏
に
日
本
指
圧
専
門
学
校

同
窓
会
お
よ
び
日
本
指
圧
協
会
、

実
行
委
員
会
の
皆
様
方
、
そ
し

て
浪
越
徳
治
郎
の
今
日
を
尽
く

し
て
下
さ
い
ま
し
た
同
志
の
皆

様
の
ご
協
力
、
ご
努
力
の
賜
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
改
め
て
指
圧
道
の
益
々

の
発
展
の
た
め
邁
進
す
る
こ
と

を
誓
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

会
は
進
行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

会
が
佳
境
に
入
っ
た
頃
、
ス

テ
ー
ジ
に
続
々
と
人
が
上
が
り
、

肩
を
組
み
、
手
を
取
り
合
い
、

会
場
の
参
加
者
が
ひ
と
つ
の
輪

に
な
り
、“  W

e
are
the
w
orld

 
           
    ”  

を
合
唱
し
、
名
残
を
惜
し
み
つ

つ
、
小
林
秋
朝
実
行
委
員
長
の

閉
会
の
辞
で
閉
幕
い
た
し
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
大
勢
の
方
々
の

ご
出
席
を
い
た
だ
き
大
成
功
に
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平
成
十
七
年
六
月
十
二
日
、

茗
渓
会
館
で
の
定
期
総
会
に
お

い
て
、
塩
野
前
幹
事
長
の
あ
と

を
引
き
受
け
幹
事
長
に
就
任
致

し
ま
し
た
。

役
員
自
己
紹
介

　

三
十
九
期
生
の
柴
田
で
す
。

こ
の
度
、
青
木
会
長
を
は
じ
め

皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
監
査

委
員
を
お
引
受
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
四
捨
五
入
す
る

と
八
十
に
な
り
ま
す
現
在
、
脳

の
方
も
だ
ん
だ
ん
怪
し
く
な
っ

て
来
て
お
り
ま
す
が
、
多
少
は

社
会
経
験
も
経
て
来
て
お
り
ま

す
の
で
、
何
か
お
役
に
立
つ
こ

と
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
指
圧
以
外
の
こ
と
な
ら
何

な
り
と
お
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

監査委員
柴 田 芳 市
（３９期）

幹事長
横 川 純 夫
（３９期）

幹
事
長
に
就
任
し
て

　

青
木
会
長
か
ら
の
手
紙
を
い

た
だ
き
母
校
で
お
会
い
し
て
指

名
の
理
由
、
会
長
の
会
に
対
す

る
思
い
を
伺
っ
た
の
が
五
月
十

四
日
、
帰
る
頃
に
お
受
け
す
る

こ
と
で
総
会
に
臨
む
決
心
が
出

来
て
い
ま
し
た
。

　

卒
業
後
、
正
副
幹
事
長
に
就

任
し
た
同
期
の
大
西
、
柴
田
両

氏
が
活
躍
し
て
い
る
間
、
私
の

方
は
中
国
上
海
に
い
て
日
本
を

留
守
に
し
て
い
た
関
係
で
「
帰

国
し
た
か
ら
に
は
、
少
し
手
伝

え
よ
！
」
と
い
わ
れ
て
い
た
事

も
あ
り
、
東
洋
医
学
発
祥
の
中

国
大
陸
で
生
活
し
て
、
日
本
で

の
中
国
医
学
へ
の
憧
れ
と
誤
解

ゆ
え
に
歪
め
ら
れ
て
い
る
、
指

圧
に
対
す
る
功
罪
を
感
じ
る
と

共
に
浪
越
徳
治
郎
先
生
の
偉
大

さ
と
母
校
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

が
高
揚
し
て
い
た
時
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
会
報
が
会
員
皆
様
の
目

に
触
れ
る
平
成
十
八
年
五
月
頃

に
は
、
前
役
員
か
ら
の
引
継
ぎ

も
終
わ
り
当
期
行
事
の
準
備
、

執
行
に
過
不
足
な
く
対
応
で
き

て
い
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

あ
り
ま
す
。

　

社
会
に
先
ん
じ
た
技
術
力
、

発
進
力
、
団
結
力
は
浪
越
先
生

が
成
し
遂
げ
た
偉
業
で
あ
り
ま

す
。
後
に
続
く
我
々
は
、
先
生

の
残
し
た
も
の
を
シ
ッ
カ
リ
と

受
け
継
ぎ
、
加
え
て
ス
ピ
ー
ド

と
組
織
力
を
必
要
と
す
る
時
代

　

前
期
は
副
幹
事
長
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

副
会
長
の
大
任
を
拝
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

同
窓
会
と
本
格
的
に
関
わ
り

合
い
始
め
た
こ
の
三
年
間
。
同

窓
会
員
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

支
援
に
支
え
ら
れ
た
同
会
を
運

営
側
か
ら
じ
っ
と
見
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
ご
支
援
の
核
心

に
は
、
故
・
浪
越
徳
治
郎
先
生

へ
の
同
窓
生
の
思
慕
の
念
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
は
指

圧
に
魅
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
感

謝
の
気
持
ち
が
表
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
と
に
も
か
く

に
も
、
そ
の
温
か
い
皆
さ
ん
の

心
を
感
じ
て
の
三
年
間
で
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
の
三
年
間
を
、

若
い
次
世
代
の
役
員
へ
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
の
期
間
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
わ
が
同
窓
会
に

は
優
秀
な
人
材
が
続
々
入
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
お
一
人
お
一

副幹事長
黒 沢 純 一
（４０期）

　

こ
の
た
び
、
日
本
指
圧
専
門

学
校
同
窓
会
の
副
幹
事
長
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
、
四
十
期
生
の

黒
沢
純
一
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
四
月
で
指
圧
学

校
に
入
学
し
て
か
ら
満
十
年
に

な
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

同
窓
会
と
の
付
き
合
い
も
準
会

員
だ
っ
た
学
生
時
代
を
合
わ
せ

る
と
十
年
と
な
る
わ
け
で
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
十
年
間
で
し

た
。
そ
の
間
に
、
教
員
と
な
り

同
窓
会
の
役
員
と
な
っ
た
わ
け

で
す
が
、
今
ま
で
は
実
際
に
役

員
と
し
て
働
い
て
い
る
実
感
は

乏
し
く
、
多
く
の
諸
先
輩
方
の

会計委員
荷 田 冴 子
（４３期）

会
計
委
員
に
な
っ
て

　

私
は
こ
の
度
、
会
計
委
員
に

な
り
ま
し
た
四
十
三
期
の
荷
田

と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
は
卒
業
し
て
五
年
目
に
な

り
ま
す
。
今
ま
で
も
同
窓
会
の

行
事
に
参
加
し
て
は
お
り
ま
し

た
が
、
ま
さ
か
私
が
会
計
と
い

う
大
役
を
仰
せ
つ
か
る
と
は

思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近
の
同
窓
会
行
事
は
卒
業
後

間
も
な
い
期
の
方
の
参
加
も
多

く
、
大
先
輩
方
と
の
よ
き
交
流

の
場
に
な
っ
て
い
る
様
に
思
い

ま
す
。

　

会
計
の
仕
事
と
い
う
の
は
、

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
た
め
、

不
慣
れ
な
事
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
�
明
朗
会
計
�
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
ま
た
自
身
に
と
っ
て

の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

人
の
才
能
を
生
か
さ
せ
て
あ
げ

た
い
。
そ
の
方
た
ち
を
含
め
多

く
の
同
窓
生
が
、
少
し
で
も
同

窓
会
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
、

こ
の
会
員
相
互
の
親
睦
が
自
身

の
成
長
の
糧
に
な
る
こ
と
を
感

じ
取
れ
る
よ
う
な
同
会
を
目
指

し
た
い
。
こ
れ
が
私
の
偽
ら
ざ

る
気
持
ち
で
す
。

　

あ
る
哲
人
の
次
の
よ
う
な
言

葉
が
あ
り
ま
す
。「
正
し
き
生

き
方
と
は
大
自
然
に
よ
っ
て
自

分
自
身
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
へ
の
『
報
恩
』
と
『
感
謝
』

の
限
り
な
き
呼
吸
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
」

　

今
後
と
も
、
微
力
な
が
ら
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
は
母
校
と
業
界
を
繋

ぐ
、
例
え
れ
ば
神
経
組
織
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

母
校
と
業
界
発
展
の
た
め
、
そ

れ
を
な
す
に
は
会
員
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
と
組
織
強
化
が
望
ま

れ
ま
す
。

　

会
則
第
八
条
に
「
…
幹
事
長

は
会
長
を
補
佐
し
会
務
を
執
行

す
る
…
」
と
あ
り
ま
す
。
全
力

投
球
で
頑
張
る
積
り
で
お
り
ま

す
。

　

会
員
皆
様
の
事
業
参
加
を
心

か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
！

副会長
沖 原 玉 章
（３４期）

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
や
っ

と
で
し
た
。
今
回
、
副
幹
事
長

と
い
う
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
わ

け
で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
今
ま

で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
糧
に
し
、
積
極
的
に
同
窓
会

の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
く
気
持

ち
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
私
、
副
幹
事
長
を
や
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
た
わ

ら
、
今
皆
さ
ん
が
ご
覧
に
な
っ

て
い
る
同
窓
会
報
誌
の
編
集
委

員
と
い
う
顔
も
持
っ
て
お
り
ま

す
。
会
報
に
対
す
る
ご
意
見
や
、

文
章
を
掲
載
し
て
欲
し
い
と
い

う
ご
希
望
な
ど
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
ま
た
卒
業
後
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
指
圧
学
校
同
窓

生
の
、
同
窓
生
に
よ
る
、
同
窓

生
の
た
め
の
会
報
誌
で
す
。
皆

様
の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
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会則委員
藤 野 芳 郎
（４３期）

　

典
型
的
な
企
業
人
間
と
し
て

永
年
過
ご
し
て
来
た
私
が
浪
越

指
圧
を
や
ろ
う
と
考
え
た
理
由

は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
家

内
が
指
圧
を
受
け
る
こ
と
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
。
そ
こ
で
会
社

生
活
が
終
っ
た
ら
指
圧
を
や
ろ

う
と
思
っ
た
の
で
す
。
家
内
は

戦
前
中
国
の
天
津
に
い
た
頃
指

圧
を
受
け
る
母
親
に
つ
い
て
行

き
、
自
分
も
指
圧
を
受
け
気
持

が
良
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
又

学
校
時
代
の
友
人
、
藤
田
香
織

さ
ん
（
浪
越
指
圧
の
原
田
富
代

範
士
、
昭
六
十
年
歿
に
家
庭
指

圧
を
習
っ
た
）
か
ら
指
圧
を
受

け
て
い
た
こ
と
で
、
何
と
な
く

指
圧
を
習
う
な
ら
浪
越
指
圧
が

良
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
理
由

の
二
つ
目
は
、
第
二
の
人
生
は

基
本
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
過
ご
し
た
い
。
そ
の
為
に
は

指
圧
が
良
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
雖
も
財

政
的
な
裏
付
け
が
な
け
れ
ば
長

く
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
指
圧
に

よ
っ
て
�
サ
ム
マ
ネ
ー
�
を
受

け
、
活
動
を
続
け
よ
う
と
し
た

の
で
す
。
然
し
こ
れ
に
よ
っ
て

必
要
以
上
に
利
す
る
こ
と
は
し

な
い
と
決
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
開
業
し
て
五
年
経
ち
、

私
の
拙
い
指
圧
で
も
多
く
の

方
々
に
喜
ば
れ
、
有
り
難
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
技
術

的
に
私
の
指
圧
は
、
鈴
木
林
三

先
生
に
教
え
て
頂
い
た
基
本
指

圧
と
、
小
林
福
二
先
生
に
教
え

て
頂
い
た
按
摩
が
中
心
で
、
そ

の
上
に
独
自
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
指
圧
が
出
来
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
も

の
が
何
か
。
そ
れ
を
追
う
の
が

こ
れ
か
ら
の
私
の
夢
で
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
た
び
、

書
記
委
員
に
就
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
四
十
五
期
の
渡
邉
と

申
し
ま
す
。
同
窓
会
は
、
文
字

通
り
同
窓
生
の
み
な
さ
ん
の
お

力
で
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

諸
先
輩
方
を
差
し
置
い
て
こ
ん

書記委員
渡 邉 和 雄
（４５期）

な
重
要
な
委
員
を
任
さ
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
連
絡
が
つ
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
方
が
多
い
そ

う
で
す
。
ま
た
、
こ
ち
ら
か
ら

連
絡
を
し
て
も
返
事
を
頂
け
な

い
方
も
増
え
て
い
ま
す
。
昨
年

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
『
徳
治

郎
生
誕
百
年
を
祝
う
会
』
に
お

き
ま
し
て
も
、
四
千
名
以
上
の

同
窓
生
に
出
欠
席
の
問
い
合
わ

せ
を
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
四

分
の
三
の
三
千
名
か
ら
は
残
念

な
が
ら
返
信
を
し
て
頂
け
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
れ
が
他
と
比
べ
て
多
い
の

か
少
な
い
の
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
心
の
中
で
は
も
っ
と
い
っ

ぱ
い
ザ
ク
ザ
ク
と
返
信
さ
れ
て

く
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で

残
念
に
思
い
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
書
記
委
員
で
み
な

さ
ん
に
会
合
等
の
お
知
ら
せ
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
返
信

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
不

慣
れ
な
点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

仲
間
と
助
け
合
っ
て
や
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

に
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
同
窓
会
書
記
委
員

に
指
名
さ
れ
ま
し
た
、
四
十
五

期
卒
業
の
石
塚
洋
之
と
申
し
ま

す
。
同
窓
会
と
い
う
組
織
が
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
て
、

ど
の
よ
う
な
事
を
し
て
い
る
の

か
正
直
私
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
同
窓
会
に
私
が
参
加
す
る

以
前
の
同
窓
会
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
は
、
た
だ
旧
友
と
会
っ

て
お
話
し
す
る
だ
け
の
イ
メ
ー

ジ
で
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
私
だ

け
で
な
く
多
く
の
方
が
抱
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
の
中
、
私
が
初
め

て
参
加
し
た
同
窓
会
は
、
同
窓

会
主
催
の
鈴
木
林
三
先
生
の
基

本
指
圧
講
習
会
で
し
た
。
そ
の

講
習
会
に
集
ま
っ
た
方
々
の
熱

心
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
又
、

各
期
の
方
々
と
の
交
流
に
よ
っ

て
、
講
習
会
と
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
私
は
卒
業
し
て
ま

だ
わ
ず
か
に
二
年
し
か
た
っ
て

お
ら
ず
、
臨
床
経
験
の
足
り
な

い
私
に
と
っ
て
先
輩
方
々
の
臨

書記委員
石 塚 洋 之
（４５期）

床
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
開

業
に
向
け
て
の
プ
ロ
セ
ス
と
豊

富
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
は
同
窓
会

と
い
う
も
の
が
、
た
だ
懐
か
し

い
旧
友
と
会
う
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
自
身
を
磨
き
、
そ
し
て
高

め
る
こ
と
の
出
来
る
場
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
講
習
会
の
打

ち
上
げ
で
は
、
同
じ
指
圧
師
と

し
て
の
共
通
の
話
題
に
花
を
咲

か
せ
、
そ
こ
で
も
さ
ら
に
諸
先

輩
方
と
親
し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
同
窓
会
は
実
際
素

晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
一
度

で
も
参
加
す
れ
ば
そ
の
素
晴
ら

し
さ
が
理
解
で
き
ま
す
の
で
、

当
初
私
自
身
も
抱
い
て
い
た
同

窓
会
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
多

く
の
人
に
変
え
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
多
く
の
同
窓
生
た
ち

に
同
窓
会
の
楽
し
さ
、
そ
し
て

必
要
性
を
こ
の
書
記
委
員
を
通

し
て
、
同
窓
会
に
貢
献
し
、
よ

り
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
た

く
な
る
同
窓
会
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

役　
　

職

会　
　

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

幹

事

長

副
幹
事
長

会
計
委
員

会
計
委
員

監
査
委
員

監
査
委
員

会
則
委
員

会
則
委
員

会
報
委
員

会
報
委
員

会
報
委
員

会
報
委
員

書
記
委
員

書
記
委
員

書
記
委
員

名
簿
委
員

名
簿
委
員

期
　
１９８

　
１９

　
２７

　
２７

　
３４

　
３９

　
４０

　
４２

　
４３

　
３４

　
３９

　
２０

　
４３

　
３４

　
４０

　
４１

　
４３

　
４１

　
４５

　
４５

　
４２

　
４２

氏　
　
　

名

青
木　
　

宏

鈴
木　

林
三

後
藤　

和
江

川
原
善
次
郎

内
城　

勇
造

沖
原　

玉
章

横
川　

純
夫

黒
沢　

純
一

高
橋　

雄
輔

荷
田　

冴
子

田
澤
千
代
子

柴
田　

芳
市

藤
田　

一
彦

藤
野　

芳
郎

沖
原　

玉
章

黒
沢　

純
一

金
子　

智
久

廣
瀬　

直
子

石
黒　

克
樹

渡
邉　

和
雄

石
塚　

洋
之

神
田　

浩
士

金
子　

泰
隆

日
本
指
圧
専
門
学
校

　

同
窓
会
役
員　

名
簿
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今
年
（
平
成
十
七
年
）
の
旅

は
、
群
馬
県
水
上
高
原
八
二
〇

ｍ
、
奥
利
根
の
宿
へ
行
っ
た
。

四
月
十
日
、
十
時
半
、
定
員
二

十
名
の
ホ
テ
ル
サ
ン
バ
ー
ド
の

送
迎
バ
ス
に
八
名
乗
り
、
楽
々

走
っ
て
い
っ
た
。
宿
先
で
一
名

参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

バ
ス
か
ら
は
、
関
越
道
の
両

沿
道
に
ピ
ン
ク
の
桜
や
、
連
翹

の
黄
色
、
辛
夷
の
白
を
望
む
こ

と
が
で
き
た
。
十
二
時
、
広
い

利
根
川
土
手
と
敷
島
公
園
で
桜

と
バ
ラ
見
物
。
日
曜
日
と
あ
り
、

道
路
端
の
タ
コ
焼
き
の
立
ち
食

い
も
出
来
な
い
ほ
ど
大
変
な
混

雑
で
あ
っ
た
。
近
く
を
散
策
後
、

洒
落
た
「
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
バ

ラ
・
ば
ら
」
に
全
員
落
ち
着
い

た
。
数
匹
の
熊
の
木
彫
と
厚
い

一
枚
板
の
テ
ー
ブ
ル
で
、
熱
々

の
焼
き
カ
レ
ー
に
コ
ー
ヒ
ー
、

ク
リ
ー
ム
の
デ
ザ
ー
ト
を
戴
き
、

好
運
の
ひ
と
時
で
し
た
。

　

十
四
時
、
昼
食
処
を
後
に
し
、

後
方
よ
り
列
を
な
す
車
が
、
不

法
駐
車
に
道
を
遮
ら
れ
、
石
原

先
生
、
俄
か
添
乗
員
役
で
三
十

分
遅
れ
て
出
発
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
を
痛
感
し
た
。

前
橋
辺
り
は
製
材
所
、
木
工
所
、

こ
ん
に
ゃ
く
の
看
板
が
目
立
つ
。

愈
々
登
り
坂
、
赤
城
ト
ン
ネ
ル
、

永
井
川
辺
り
は
開
花
前
ト
ン
ネ

ル
二
つ
通
過
す
る
。
三
時
過
ぎ
、

右
手
に
雪
の
谷
川
連
峰
、
水
上

町
に
入
る
と
一
面
の
雪
、
左
手

眼
下
に
藤
原
ダ
ム
、
右
手
に
水

上
高
原
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
看

板
、
除
雪
で
積
も
っ
た
両
側
の

雪
壁
が
次
々
に
目
に
入
る
。
中

村
氏
運
転
で
、
カ
ー
ブ
の
坂
道

を
一
時
間
、
無
事
玄
関
に
横
付

け
た
。
鉄
筋
五
階
建
て
、
収
容

人
員
五
百
名
、
目
前
が
ゲ
レ
ン

デ
と
い
う
便
利
さ
か
ら
、
正
月

が
ピ
ー
ク
と
の
事
。
リ
フ
ト
が

左
右
二
台
、
上
級
コ
ー
ス
一
台

等
、
全
山
純
白
の
雪
山
に
、
落

葉
し
た
白
樺
の
黒
い
幹
の
林
が

水
墨
画
の
観
。
こ
の
宿
の
自
慢

は
十
三
室
有
る
別
館
の
有
料
露

天
風
呂
で
床
暖
房
仕
様
の
豪
華

な
部
屋
で
し
た
。

　

二
日
目
の
朝
、
坂
を
下
り
、

三
国
街
道
二
十
五
軒
の
民
芸
調

建
築
「
た
く
み
の
里
」
め
ぐ
り

を
一
時
間
見
学
。
梅
の
紅
白
の

古
木
、
福
寿
草
、
三
つ
又
の
花

等
静
か
な
通
り
で
し
た
。
十
二

時
宿
で
昼
食
、
六
時
宴
会
、
八

時
部
屋
で
指
圧
の
自
由
時
間
と
、

和
や
か
に
過
ご
し
た
。

　

三
日
目
の
朝
は
気
温
十
度
台

と
寒
く
、
ホ
カ
ロ
ン
の
お
出
ま

し
。
霧
雨
の
中
十
時
出
発
、
一

〇
〇
〇
ｍ
山
の
弥
勒
寺
を
参
拝

し
、
大
小
様
々
な
赤
い
天
狗
の

面
に
仰
天
し
た
。
視
界
零
の
高

速
道
路
を
暖
房
の
効
い
た
車
中

で
山
川
先
生
心
遣
い
の
鱒
鮨
の

昼
食
に
一
同
感
激
し
た
。
車
中

で
の
謎
解
き
で
は
六
十
代
の
那

須
先
生
の
一
人
舞
台
。
都
内
に

入
る
ま
で
小
雨
が
続
き
、
四
時

過
ぎ
に
無
事
到
着
し
た
。
今
回

は
桜
、
梅
、
雪
に
接
し
た
得
難

い
旅
で
し
た
。

　

根
岸
先
生
他
、
御
世
話
頂
い

た
先
生
方
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
四
十
八
回
卒

業
の
皆
様
の
前
途
と
、
指
圧
道

発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

四
期　

永　

山　

琶
奈
子

第
十
九
回　
四
期
会　
二
泊
三
日
奥
利
根
の
旅

　

平
成　

年
８
月　

日
（
日
）

１７

２１

日
本
指
圧
専
門
学
校
５
階
第
１

実
技
室
に
て
第
１
回
指
圧
実
技

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
副
会
長
で
あ
る
鈴
木
林

三
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
講

習
会
は
午
前
の
部
は
９
時
半
か

ら
午
後
の
部
は　

時
半
か
ら
と

１３

２
部
制
で
行
わ
れ
、
同
窓
生
と

在
学
生
を
合
わ
せ
午
前
の
部
は

　

名
、
午
後
の
部
は　

名
と
そ

４２

４３

れ
ぞ
れ
定
員　

名
を
超
え
る
大

４０

盛
況
の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
技
室
い
っ
ぱ
い
に
マ
ッ
ト

が
引
き
詰
め
ら
れ
た
会
場
に
て
、

青
木
宏
同
窓
会
長
挨
拶
の
あ
と

講
習
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

鈴
木
林
三
先
生
が
「
何
故
、
基

本
指
圧
な
の
か
」
基
本
指
圧
と

は
浪
越
徳
治
郎
先
生
が
そ
の
臨

床
の
内
で
特
に
大
切
な
と
こ
ろ

を
残
し
、
簡
略
化
、
そ
し
て
集

大
成
し
た
も
の
と
解
か
れ
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
基
本
指
圧
即

臨
床
指
圧
に
な
り
う
る
の
で
す

と
。
ま
た
、
一
部
の
限
ら
れ
た

人
の
特
殊
な
技
術
で
は
な
く
治

療
効
果
が
出
せ
る
よ
う
に
な
ら

な
け
れ
ば
、
世
の
中
で
浪
越
指

圧
が
本
当
に
認
め
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
ん
だ
と
。

穏
や
か
な
口
調
で
申
さ
れ
ま
し

た
。
指
が
出
来
て
伏
臥
位
の
肩

甲
下
部
が
力
を
抜
い
て
圧
せ
る

様
に
な
れ
ば
肩
甲
下
部
が
基
本

で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。

鈴
木
林
三
先
生
が
こ
の
よ
う
に

講
義
さ
れ
た
後
、
実
技
に
は
い

り
ま
し
た
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
後
、
鈴
木
林
三
先
生

は
一
人
一
人
の
手
と
り
足
と
り

圧
の
方
向
を
丁
寧
に
示
唆
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
力
を
抜
い
て
指

圧
を
す
る
こ
と
に
よ
り
無
理
の

な
い
圧
が
身
体
に
響
き
あ
う
と

い
う
光
景
は
感
覚
の
世
界
で
は

あ
り
ま
す
が
確
か
に
受
講
者
の

中
に
存
在
し
て
お
り
そ
の
表
情

に
現
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

行
わ
れ
た
質
疑
応
答
に
お
い
て

も
「
基
本
指
圧
だ
け
で
臨
床
を

進
め
て
い
く
こ
と
は
不
安
で
あ

る
」
と
質
問
を
し
た
若
い
期
の

同
窓
生
に
対
し
て
も
基
本
指
圧

を
無
理
に
推
し
進
め
る
こ
と
な

く
時
間
を
か
け
て
指
作
り
か
ら

始
め
て
い
く
よ
う
に
助
言
さ
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
て
同
窓
会
主

催
に
よ
る
指
圧
講
習
会
が
鈴
木

林
三
先
生
を
お
迎
え
し
て
第
１

回
目
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
諸
先

生
方
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
書
記
局

同
窓
会
研
修
会
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

午
前
の
部

９
時
半
受
付

　

時
〜　

時　

分

１０

１０

１５

　

開
会　

青
木
宏
会
長
挨
拶

　

時　

分
〜　

時　

分

１０

１５

１２

１０

　

鈴
木
林
三
先
生
に
よ
る
重
点

目
標
の
解
説

　

実
技
指
導

　

時　

分
〜　

時　

分

１２

１０

１２

３０

　

質
疑
応
答

閉
会

　

川
原
善
次
郎
副
会
長
挨
拶

午
後
の
部

　

時
半
受
付

１３
　

時
〜　

時　

分

１４

１４

１５

　

開
会　

青
木
宏
会
長
挨
拶

　

時　

分
〜　

時　

分

１４

１５

１６

１０

　

鈴
木
林
三
先
生
に
よ
る
重
点

目
標
の
解
説

　

実
技
指
導

　

時　

分
〜　

時　

分

１６

１０

１６

３０

　

質
疑
応
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

閉
会

　

川
原
善
次
郎
副
会
長
挨
拶

第
一
回　

指
圧
実
技
講
習
会
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平
成
十
八
年
二
月
十
一
日

（
土
・
祝
）
文
京
区
茗
渓
会
館

に
お
い
て
、
浪
越
徳
治
郎
杯
争

奪
芸
能
大
会
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
一
回
か
ら
第
四
回
ま
で
の

優
勝
者
、
準
優
勝
者
が
一
挙
集

結
し
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
競
い
あ
う
と
い
う
こ
と
で
、

出
演
者
十
組
の
顔
か
ら
は
、
興

奮
と
緊
張
が
漲
っ
て
い
た
。

　

来
賓
を
含
め
、

総
勢
四
十
四
名

が
期
待
を
膨
ら

ま
す
中
、
午
前

十
時
半
、
同
窓

会
会
長
青
木
宏

先
生
に
よ
り
開

会
宣
言
。
理
事

長
浪
越
和
民
先

生
、
校
長
石
塚

寛
先
生
、
協
会

理
事
長
山
岡
祥

宏
先
生
か
ら

「
指
圧
は
芸
術

で
あ
る
」
と
い

う
言
葉
通
り
指

圧
師
の
芸
術
大

会
で
あ
る
。
歌

う
と
い
う
こ
と
は
、
老
化
防
止

に
つ
な
が
る
の
で
力
を
発
揮
し

頑
張
っ
て
欲
し
い
と
の
挨
拶
が

あ
り
、
い
よ
い
よ
演
目
へ
と

入
っ
て
い
っ
た
。

　

く
じ
で
決
め
ら
れ
た
順
番
の

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
十
九
期

後
藤
和
江
先
生
の
民
謡
「
磯
原

節
」。
一
番
手
と
は
思
え
ぬ
ハ

リ
の
あ
る
澄
ん
だ
歌
声
に
、
本

日
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
た
。

　

次
に
十
四
期
岡
本
五
郎
先
生

の
民
謡
「
刈
干
切
歌
」。
ビ
ブ

ラ
ー
ト
の
き
い
た
歌
声
で
、
審

査
員
を
唸
ら
せ
た
。

　

三
番
手
は
二
十
七
期
川
原
善

次
郎
先
生
の
演
歌
「
風
雪
な
が

れ
旅
」。
�
ア
イ
ヤ
ー　

ア
イ

ヤ
ー　

留
萌　

滝
川　

稚
内
〜

�
と
歌
い
上
げ
た
。

　

続
い
て
は
、
唯
一
学
生
の
出

場
四
十
八
期
田
中
達
也
と
愉
快

な
仲
間
た
ち
の
ア
カ
ペ
ラ
「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」。
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
加
え
、
創
作
詩

母
心
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
会
場

を
沸
か
せ
た
。

　

中
盤
に
差
し
掛
か
り
、
五
番

手
は
四
十
四
期
岩
城
俊
生
先
生

の
歌
謡
曲
「
さ
く
ら
（
独
唱
）」。

見
事
な
ま
で
の
高
音
で
歌
わ
れ

た
。

　

六
番
手
は
三
十
四
期
塩
野
泰

利
先
生
の
映
画
音
楽

U
N
C
H
A
IN
D
M
ELO
D
Y

「 
 
 
 
 
  
 
  
   
 
 

」。

会
場
全
体
が
映
画
の
中
に
い
る

よ
う
な
甘
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。

　

続
く
七
番
手
は
二
十
四
期
�

野
昇
司
先
生
の
歌
謡
曲

「
前
橋
ブ
ル
ー
ス
」。
前
橋
の
ご

当
地
ソ
ン
グ
を
感
情
込
め
て
歌

わ
れ
た
。

　

八
番
手
は
十
九
期
池
永
卓
雄O

先
生
の
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
「 
 

SO
LE
M
IO

  
    
  

」。

ゆ
る
や
か
な
リ

ズ
ム
に
イ
タ
リ

ア
語
が
マ
ッ
チ

し
て
い
た
。

　

九
番
手
は
四

十
一
期
金
子
智

久
先
生
、
四
十

二
期
金
子
泰
隆

先
生
に
よ
る
ギ

タ
ー
デ
ュ
オ
の

「
桜
」。
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ

タ
ー
に
せ
つ
な

い
エ
レ
キ
ギ

タ
ー
の
音
色
が

加
わ
り
、
歌
声

を
盛
り
上
げ

た
。

　

お
お
と
り

は
、
二
十
四

期
松
本
輝
雄

先
生
の
歌
謡

曲「
昴
」。
と
り

に
相
応
し
い

伸
び
や
か
で

壮
大
な
歌
声

で
し
た
。

　

全
十
組
の

演
目
の
終
了

と
と
も
に
、

緊
張
か
ら
和

や
か
な
雰
囲

気
に
変
わ
り
、

昼
食
。
佐
藤

玄
祥
審
査
委
員
長
を
は
じ
め
五

名
の
審
査
員
に
よ
り
、
厳
正
な

審
査
が
行
わ
れ
た
。
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
の
受
賞
者

は
つ
ぎ
の
通
り
。

　

第
一
位

三
十
四
期　

塩
野
泰
利
先
生

U
N
C
H
A
IN
D

映
画
音
楽　
「 
 
 
 
 
  
 
    

M
ELO
D
Y

  
   
 
 

」

　

第
二
位

十
四
期　

岡
本
五
郎
先
生

民
謡　
「
刈
干
切
歌
」

　

第
三
位

十
九
期　

後
藤
和
江
先
生

民
謡　
「
磯
原
節
」

　

特
別
賞

四
十
八
期　

田
中
達
也
と
愉
快

な
仲
間
た
ち

ア
カ
ペ
ラ　
「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」

　

甲
乙
つ
け
が
た
い
混
戦
を
極

め
た
中
、
優
勝
さ
れ
た
塩
野
先

生
が
、
吉
幾
三
の
「
酔
歌
」
で

再
度
フ
ィ
リ
ピ
ン
パ
ブ
で
鍛
え

た
喉
を
披
露
さ
れ
た
。

　

最
後
に
横
川
幹
事
長
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
学
校
・
同
窓
会
・

指
圧
協
会
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
荒
波
を
乗
り
越
え
て
い
こ

う
！
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
厳
粛

か
つ
和
や
か
に
最
後
の
芸
能
大

会
を
締
め
ら
れ
た
。

浪
越
徳
治
郎
杯
争
奪
芸
能
大
会

－

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

－
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２
０
０
５
年　

月
３
日
「
浪

１１

越
徳
治
郎
生
誕
百
年
を
祝
う

会
」
が
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

〈
天
空
の
間
〉
で
国
内
・
国
外

合
わ
せ
て
５
７
０
名
（
海
外
１

３
０
名
）
に
よ
っ
て
盛
大
に
行

わ
れ
た
。

　

翌
４
日
、
５
日
は
、
海
外
か

ら
参
加
さ
れ
た　

カ
国
１
１
０

１１

名
の
指
圧
師
と
日
本
指
圧
専
門

学
校
教
員
、
治
療
部
の
先
生
方
、

３
年
生
Ａ
Ｂ
・
Ｃ
Ｄ
組
（
１
２

０
名
）、
合
計
２
３
０
名
ら
に

よ
っ
て
指
圧
の
交
流
と
講
習
会

が
文
京
区
区
民
セ
ン
タ
ー
３
階

大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

　
　

月
４
日
９
時　

分
に
、
青

１１

２０

木
宏
国
際
部
部
長
の
司
会
に

よ
っ
て
開
会
式
が
行
わ
れ
た
。

ス
ピ
ー
チ
に
先
立
ち
ハ
ワ
イ
の

因
泥
文
彦
先
生
・
イ
レ
イ
ン
夫

人
か
ら
「
レ
イ
」
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
浪
越
和
民
理
事
長
は
、

「
前
日
の
浪
越
徳
治
郎
生
誕
百

年
を
祝
う
会
参
加
の
お
礼
、
な

ら
び
に
、
今
回
の
指
圧
交
流
を

通
し
て
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
今

後
の
指
圧
治
療
に
役
立
て
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
、
歓

迎
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
に
、
石
塚
寛
学
校
長
は

「
外
国
か
ら
来
ら
れ
た
先
生
方

と
の
交
流
は
、
学
校
の
教
員
・

学
生
に
と
っ
て
も
幸
せ
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
良
い
指
圧
の
技

術
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
、

歓
迎
の
挨
拶
を
さ
れ
た
。

　

参
加
国
を
代
表
し
て
、
ハ
ワ

イ
愛
泉
指
圧
学
校
、
校
長
因
泥

文
彦
先
生
は
、　

年
前
の
徳
治

３５

郎
先
生
と
の
会
話
で
徳
治
郎
先

生
が
「
因
泥
先
生
、
私
の
お
宝

は
井
澤
正
先
生
、
石
垣
惟
一
先

生
、
石
塚
寛
先
生
な
ど
な
ど
大

勢
の
学
校
の
教
職
員
で
す
」
と

言
わ
れ
た
事
を
懐
古
さ
れ
た
後
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
お
宝
は
、
小
野

田
茂
先
生
を
は
じ
め
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
様

で
す
。
私
の
お
宝
は
、「
私
の

ワ
イ
フ
で
す
。」
と
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
話
さ
れ
、
皆
様
の

研
修
の
成
果
が
将
来
実
り
ま
す

よ
う
祈
念
し
ま
す
と
、
挨
拶
さ

れ
た
。

A
.P.I.S

　

次
に
イ
タ
リ
ア 
      

代

R
oberto.Taverna

表 
               

先
生
は
、

「
浪
越
指
圧
を
学
ん
で　

年
以

１５

上
経
ち
、
今
は
亡
き
恩
師
浪
越

R
udy

徳
治
郎
先
生
、
徹
先
生
、 
    

R
,Palom

bini

 
       
    
先
生
（
イ
タ
リ

D
enis
J.B
inks

ア
）、          
    
先
生
（
オ

ラ
ン
ダ
）
に
、
指
圧
の
技
術
と

心
を
教
え
て
頂
い
た
こ
と
に
感

謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
未
来
志
向

を
持
っ
て
共
に
前
進
し
て
参
り

ま
し
ょ
う
。
イ
タ
リ
ア
で
は
指

圧
が
認
識
さ
れ
、
治
療
を
真
剣

に
求
め
る
人
た
ち
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
流
派
の

対
立
を
乗
り
越
え
て
指
圧
の
良

い
と
こ
ろ
を
見
せ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。」
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
事
情
を
詳
し
く
の
べ
ら
れ
た
。

G
iusy.

　

次
に
イ
タ
リ
ア
、 
      

Santonastaso

            

先
生
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
指
圧
入
会
式
が
行
わ
れ

て
開
会
式
が
終
了
し
た
。

　
　

時
よ
り
実
技
講
習
が
始
ま

１０
り
、
指
導
教
員
藤
田
一
彦
先
生

は
、
浪
越
雄
二
先
生
を
モ
デ
ル

に
し
て
、
基
本
実
技
↓
横
臥
位

↓
腹
部
の
順
で
、
イ
タ
リ
ア
語

の
通
訳
（
浅
香
洋
一
先
生　
３９

期
）
を
加
え
な
が
ら
、
姿
勢
・

ポ
イ
ン
ト
・
圧
の
程
度
な
ど
の

解
説
を
ま
じ
え
て
基
本
指
圧
を

行
っ
た
。

　

次
に
演
者
が
替
わ
り
、
指
導

教
員
日
野
紘
造
先
生
は
、
伏
臥

位
の
基
本
実
技
を
前
者
と
同
様

に
解
説
を
加
え
な
が
ら
基
本
指

圧
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
が
大
勢
の
た
め
、
全

員
が
実
演
を
そ
ば
で
し
っ
か
り

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

と
、
主
催
者
側
は
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
を
準
備
し
て
お
い
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
近
く
と
、
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
と
に
映
し
出
さ

れ
た
姿
勢
（
施
術
者
と
受
け

手
）、
ポ
イ
ン
ト
、
圧
の
方
向
、

体
重
の
乗
せ
方
、
身
体
と
連
動

し
た
指
の
動
き
、
リ
ズ
ム
、
な

ど
を
真
剣
な
眼
差
し
で
熱
心
に

見
入
っ
て
い
た
。
皆
、
浪
越
指

圧
の
真
髄
、
基
本
技
を
目
の
当

た
り
に
し
て
大
変
感
動
し
た
様

子
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
休
む
間
も
な
く
待

望
の
指
圧
交
流
が
海
外
組
と
ペ

ア
を
組
ん
で
開
始
さ
れ
た
。
藤

田
、
日
野
両
先
生
の
号
令
の
も

と
、
横
臥
位
↓
腹
部
↓
伏
臥
位

の
順
序
で
、
交
流
指
圧
講
習
会

午
前
の
部
は　

時　

分
終
了
し

１２

４０

た
。
終
了
と
同
時
に
お
互
い
に

指
圧
の
素
晴
ら
し
さ
を
称
え
あ

い
感
動
と
興
奮
、
握
手
に
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
全
員
で
参
加
国
の

国
旗
を
背
景
に
記
念
撮
影
を
行

い
、
昼
食
に
用
意
さ
れ
た
カ
ツ

サ
ン
ド
は
、
海
外
組
に
も
な
か

な
か
の
好
評
で
あ
っ
た
。
昼
休

み
を
利
用
し
て
各
国
持
参
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
即
売
、
交
換
会
が
始
ま

る
。
ペ
ア
を
組
ん
だ
同
士
や
、

各
団
体
同
士
汗
し
た
肌
と
肌
の

触
れ
合
う
「
技
」
の
交
流
か
ら

国
際
親
善
の
「
心
」
の
交
流
が

会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
。

　

午
後
の
部
は
２
時
か
ら
会
場

組
と
別
会
場
の
学
校
組
と
に
分

か
れ
て
行
わ
れ
た
。
会
場
組
の

指
導
教
員
木
下
誠
先
生
が
、
腰

痛
疾
患
の
治
療
法
を
永
年
の
豊

富
な
臨
床
経
験
を
基
に
外
国
参

加
の
女
性
を
モ
デ
ル
に
し
て
詳

し
く
解
説
し
な
が
ら
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
そ

の
後
ペ
ア
を
組
ん
で
木
下
先
生

の
号
令
に
合
わ
せ
て
各
々
１
時

間
ず
つ
熱
心
に
実
技
研
修
し
た
。

　

別
会
場
学
校
組
は
、
海
外
の

指
導
教
員
ク
ラ
ス　

名
と
稲
場

２１

啓
護
、
鈴
木
林
三
、
小
林
秋
朝
、

日
野
紘
造
、
藤
田
一
彦
、
浪
越

雄
二
、
児
乃
原
剛
（　

期
）、

２１

山
手
文
雄
（　

期
）、
岩
井
聡

２３

（
英
語
、　

期
）、
古
谷
亮
（
ス

４４

ペ
イ
ン
語
、　

期
）
の
諸
先
生

４６

が
参
加
し
た
。
指
導
教
員
鈴
木

林
三
先
生
は
、
基
本
指
圧
を
中

心
に
伏
臥
位
：
肩
甲
間
部
、
肩

甲
下
部
。
横
臥
位
：
前
頚
部
、

肩
甲
間
部
、
肩
甲
下
部
を
数
人

に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
柔
ら
か
い
圧
で
深
部
に
達

す
る
重
心
の
移
動
、
受
け
手
の

体
型
に
よ
っ
て
基
本
姿
勢
の
膝
、

足
の
位
置
を
変
え
て
の
応
用
操

作
な
ど
を
、
小
野
田
茂
先
生
の

通
訳
で
解
説
さ
れ
た
。
ペ
ア
を

組
ん
だ
海
外
組
に
諸
先
生
が
加

わ
り
各
部
位
を
熱
心
に
研
修
し

た
。

　

両
会
場
と
も
素
晴
ら
し
い
指

圧
交
流
の
実
を
上
げ
て
５
時
に

終
了
し
た
。

　

５
日
９
時　

分
開
会
。

２０

　

イ
タ
リ
ア
か
ら
参
加
さ
れ
た

各
流
派
の
独
自
の
手
技
が
披
露

さ
れ
、
始
め
にClaudio

Parolin

 
              

先
生
、
八
尋
雄
二
先
生
（
沖

道
）、
最
後
に
イ
タ
リ
ア
指
圧

学
校　

Fabio

校
を
代
表
し
て 
     

４０

Zagato

      

先
生
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
後
、
修
了
書
授
与

式
に
移
り
受
講
さ
れ
た
海
外
参

加
者
に
浪
越
和
民
理
事
長
か
ら

修
了
書
と
大
会
記
念
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
が
贈
ら
れ
た
。
参
加
者
代
表

か
ら
感
謝
の
記
念
盾
が
浪
越
和

民
理
事
長
に
手
渡
さ
れ
、「
今

回
の
交
流
指
圧
の
内
容
の
素
晴

ら
し
さ
と
浪
越
和
民
理
事
長
、

学
校
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
し
ま
す
。」
と
お
礼
の
挨

拶
が
あ
り
、
次
に
浪
越
理
事
長

閉
会
の
挨
拶
、
全
員
で
指
圧
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
後
、
記
念
撮
影
、

２
日
間
の
国
際
交
流
指
圧
講
習

会
が
大
き
な
成
果
を
収
め
て　
１２

時　

分
に
無
事
閉
会
し
た
。

４０

準
備
委
員　
　

期　

小　

林　

秋　

朝

１７
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浪
越
徳
治
郎
生
誕
百
年
祭
記
念
交
流
指
圧
講
習
会
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現
在
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ッ

ド
で
小
野
田
先
生
の
指
圧
治
療

院
で
治
療
師
と
し
て
働
き
、
ま

た
浪
越
指
圧
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い

う
団
体
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
関
係
維
持
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
百
年
祭
開
催
に

あ
た
っ
て
、
そ
の
約
一
カ
月
前

か
ら
日
本
指
圧
専
門
学
校
に
伺

い
、
百
年
祭
な
ら
び
に
四
、
五

日
に
行
わ
れ
た
講
習
会
へ
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
参
加
者
受

け
入
れ
準
備
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
内
様
々
な
国
か
ら
百
名

以
上
の
参
加
者
が
あ
っ
た
わ
け

で
す
が
、
こ
の
期
間
に
体
験
し

た
こ
と
は
、
私
自
身
に
と
っ
て

非
常
に
貴
重
な
も
の
と
な
り
、

同
時
に
日
本
指
圧
専
門
学
校
に

命
を
与
え
続
け
る
人
々
を
深
く

知
る
こ
と
が
出
来
、
大
変
有
意

義
な
生
涯
忘
れ
が
た
い
一
カ
月

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

浪
越
指
圧
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
加
盟

団
体
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
か
ら

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
（
イ
タ
リ
ア
指
圧
師

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
協
会
）

R
oberto

Taverna

 
              

先
生
、
ス
イ

ス
か
ら
ス
イ
ス
浪
越
式
指
圧
協

A
nnam

areiFrey

会
会
長 
    
         

先
生

D
ario
B
aranzini

な
ら
び
に 
      
        
先

U
pter-Sport

生
、
イ
タ
リ
ア 
          

G
iusy

浪
越
指
圧
責
任
者 
     

Santonastaso

            

先
生
、
ポ
ル
ト

R
ogerio

M
otty

ガ
ル 
        
    

先
生
が

参
加
。
そ
の
他
に
も
オ
ラ
ン
ダ

R
ob
K
leinenberg

 
    
          
先
生
な
ら
び

Syvia
Stapert

に 
            
先
生
、
イ
タ

A
PO
S
Lorenzo

A
rgolini

リ
ア 
  
           
       

先
生
、
イ
タ
リ
ア
指
圧
学
校

Shiatsu-D
o
C
laudio

Parolin

         
  
 
       
       

M
eiso

先
生
、 
    

指
圧
の
八
尋
雄

二
先
生
な
ど
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
浪
越
徳
治
郎
先
生
生
誕
百

年
祭
と
い
う
指
圧
に
関
係
す
る

も
の
に
と
っ
て
こ
の
上
な
く
重

要
な
機
会
に
、
流
派
を
超
え
た

団
体
の
実
現
を
可
能
に
し
て
く

だ
さ
っ
た
浪
越
和
民
理
事
長
と

浪
越
指
圧
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
代
表
小

野
田
茂
先
生
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
に
異
な
る
流
派

が
一
堂
に
会
す
る
の
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
人
々
に
と
っ
て
初
め

て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
「
指
圧
」
と
い

う
唯
一
の
共
通
語
を
通
し
て
、

今
後
の
流
派
間
の
発
展
や
相
互

理
解
と
い
う
過
程
に
お
け
る
道

し
る
べ
と
し
て
の
最
初
の
石
を

置
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な

　

サ
ン
ド
ロ
・
ア
ン
ド
リ
ア
ー
ニ

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
者
は
皆
、
そ
の

幸
福
感
と
講
習
会
で
の
先
生
方

の
教
鞭
に
対
す
る
深
い
感
動
を

胸
に
各
国
へ
の
帰
国
の
途
に
就

き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
こ
の
準
備
期
間
に

指
圧
に
関
す
る
人
々
と
接
触
し

日
本
指
圧
専
門
学
校
の
中
で
生

き
る
う
ち
に
、
学
校
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
自
分
の
中
へ
吸
い
込
ま

れ
て
い
く
感
覚
を
覚
え
ま
し
た
。

そ
し
て
徳
治
郎
先
生
の
歴
史
を

読
み
返
し
、
そ
こ
で
な
ぜ
指
圧

が
機
能
す
る
の
か
に
つ
い
て
考

え
始
め
、
徳
治
郎
先
生
の
歴
史

の
中
に
お
け
る
重
要
な
二
点
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。
一
つ
は
、

指
圧
は
需
要
、
必
要
性
か
ら
生

ま
れ
た
こ
と
、
本
能
か
ら
生
ま

れ
た
と
い
う
こ
と
。（
徳
治
郎

と
い
う
少
年
が
母
親
が
痛
み
苦

し
む
の
を
見
て
、
本
能
的
に
手

を
当
て
た
）、
二
つ
目
に
は
意

思
と
そ
の
意
図
す
る
も
の
で
結

果
が
変
化
し
得
る
こ
と
。
そ
し

て
意
思
は
目
的
や
決
意
に
通
じ
、

天
と
地
の
間
に
生
き
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、
本

能
で
感
じ
る
べ
き
謙
虚
な
心
が

大
切
だ
と
言
う
こ
と
。
お
そ
ら

く
徳
治
郎
先
生
は
そ
の
す
べ
て

を
持
っ
て
い
ら
し
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
指
圧
を
伝
え
て

い
く
者
に
と
っ
て
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
は
も
と
よ
り
、
こ
の
謙
虚
さ

を
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
指
圧
は
機
能

し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。
そ

し
て
指
圧
は
そ
の
人
の
生
き
方

に
反
映
し
、
全
世
界
宇
宙
と
連

結
し
て
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
…
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
日
本
指
圧

専
門
学
校
浪
越
和
民
理
事
長
、

石
塚
寛
校
長
、
青
木
宏
国
際
部

長
は
じ
め
す
べ
て
の
先
生
方
、

そ
し
て
日
々
ご
助
言
を
い
た
だ

い
た
浪
越
雄
二
先
生
、
事
務
の

方
々
、
学
校
に
関
わ
る
す
べ
て

の
方
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
ロ
ー
マ
か
ら
各

国
の
架
け
橋
と
し
て
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
たR  

obertoTaverna

      　       

先
生
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

浪
越
徳
治
郎
先
生
の
ご
家
族

の
皆
さ
ん
、
浪
越
指
圧
の
代
表

の
皆
さ
ん
、
こ
ん
ば
ん
は
。

　

本
日
、
こ
こ
に
出
席
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
指
圧
協
会
オ
ラ
ン

ダ
支
部
新
会
長
と
し
て
、
初
め

ロ
バ
ー
ト
・
ク
ラ
イ
ネ
ン
バ
ー
グ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
指
圧
協
会
オ
ラ
ン
ダ
支
部
会
長

て
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
る

こ
と
は
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
ま

ず
、
日
本
の
主
催
者
、
浪
越
和

民
先
生
に
、
こ
の
記
念
す
べ
き

時
に
、
自
己
紹
介
を
す
る
機
会

を
与
え
て
く
だ
さ
り
、
感
謝
い

た
し
ま
す
。
わ
た
く
し
は
、
ロ

バ
ー
ト
・
ク
ラ
イ
ネ
ン
バ
ー
グ

と
申
し
、
四
十
一
歳
で
す
。
わ

た
く
し
は
、
二
〇
〇
〇
年
、
オ

ラ
ン
ダ
の
バ
ー
ン
に
あ
る
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
指
圧
学
院
で
指
圧

を
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
浪

越
指
圧
の
す
ば
ら
し
い
技
術
を

知
っ
た
の
で
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
に
浪
越
指
圧
を
紹

介
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
こ
の
小

国
に
普
及
さ
せ
た
の
は
、
デ
ニ

ス
・
Ｊ
・
ビ
ン
ク
ス
先
生
の
お

か
げ
で
す
。
一
九
七
五
年
に
始

め
た
こ
の
仕
事
を
、
ビ
ン
ク
ス

先
生
亡
き
後
、
奥
様
の
シ
ル
ビ

ア
・
ス
タ
パ
ー
ト
夫
人
が
継
ぎ

ま
し
た
。
三
十
年
の
努
力
の
結

果
、
ビ
ン
ク
ス
先
生
の
足
跡
の

上
に
、
指
圧
は
確
固
た
る
基
盤

が
で
き
た
の
で
す
。
最
近
、
オ

ラ
ン
ダ
語
の
辞
書
に
、�
指
圧
�

が
公
式
の
単
語
と
し
て
加
え
ら

れ
ま
し
た
。
指
圧
が
と
う
と
う

認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　

シ
ル
ビ
ア
夫
人
は
い
ろ
い
ろ

成
し
遂
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、

六
ケ
月
前
に
会
長
職
を
譲
る
決

断
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
き
っ

か
け
に
つ
い
て
は
、
彼
女
の
声

明
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お

り
で
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
も
、
指
圧
に
は
た
く
さ
ん

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
浪
越
徳
治
郎
先
生
が
始

め
ら
れ
た
偉
業
を
、
私
も
継
承

し
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
日
、
今
か
ら
ち
ょ

う
ど
百
年
前
、
こ
の
偉
大
な
先

生
が
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
、
私
も
新
た
な
会
長
に

な
る
決
意
を
表
明
し
ま
す
。

　

容
易
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
国
だ
け
で
な
く
、
ス

イ
ス
で
も
、
小
野
田
茂
先
生
や
、

ロ
ベ
ル
ト
・
タ
ベ
ル
ナ
先
生
か

ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、

共
に
力
を
合
わ
せ
て
い
く
な
ら
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
と
い
う
日
は
、
わ
れ
わ

れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
技
術
を
結

集
し
て
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す

る
日
だ
と
思
い
ま
す
。

　

言
葉
は
私
た
ち
を
隔
て
ま
せ

ん
。
と
に
か
く
、
私
た
ち
は
理

解
し
あ
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

私
た
ち
を
結
び
付
け
て
い
る
の

は
、
浪
越
指
圧
に
対
す
る
愛
で

あ
り
、
手
を
正
し
く
用
い
て
、

人
々
を
施
術
す
る
こ
と
が
で
き
、

お
せ
ば
命
の
泉
湧
く
知
識
で
あ

り
ま
す
。

　

手
の
力
を
発
見
し
た
方
に
、

わ
た
く
し
が
心
か
ら
な
る
敬
意

を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
、
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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思
い
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
は
、

本
日
こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆
さ

ん
に
分
か
ち
合
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
確
信
し
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
指
圧
の
基
盤
を
推
し

進
め
、
発
見
と
知
識
を
分
か
ち

合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
オ
ラ
ン
ダ
支
部
は
、

す
べ
て
の
指
圧
師
に
公
明
に
開

か
れ
て
お
り
ま
す
。
新
た
な
技

術
を
導
入
し
、
共
に
学
び
、
オ

ラ
ン
ダ
の
浪
越
指
圧
の
レ
ベ
ル

を
高
め
て
い
き
ま
す
。
ま
さ
に
、

�
共
に
が
ん
ば
っ
て
い
く
�
で

す
。

　

本
日
こ
こ
に
集
ま
っ
た
私
た

ち
が
、
心
を
開
い
て
歩
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。
家
族
の
よ
う
に

団
結
し
て
、
内
面
を
深
め
ま

し
ょ
う
。
国
境
で
わ
れ
わ
れ
が

隔
て
ら
れ
て
い
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
と
も
に
努
力
し
て
絆
を
強

め
ま
し
ょ
う
。
学
ん
だ
こ
と
を

分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
共
通
の

目
的
を
目
指
し
て
進
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。
指
圧
が
世
界
中
に

広
が
る
ま
で
、
長
年
の
努
力
が

あ
り
ま
し
た
。
す
べ
て
は
、
浪

越
徳
治
郎
先
生
の
誕
生
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
新
世

代
が
、
徳
治
郎
先
生
の
遺
志
を

受
け
継
い
で
、
さ
ら
に
努
力
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
オ
ラ
ン
ダ

か
ら
皆
さ
ん
に
、
次
の
世
紀
に

向
か
っ
て
友
好
の
意
を
表
し
ま

す
。
御
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
程

で
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
と
お
話

し
す
る
機
会
が
あ
る
よ
う
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

（
二
〇
〇
五
年
十
一
月
三
日　

椿
山
荘
の
夕
食
会
に
お
け
る
ス

ピ
ー
チ
）

　

浪
越
徳
治
郎
先
生
は
、
一
九

四
〇
年
二
月
十
一
日
、
日
本
指

圧
専
門
学
校
を
創
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
九
九
〇
年
、
創
立
五
十
周

年
記
念
の
と
き
、
私
は
日
本
に

参
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
十

五
年
の
年
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
間
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
先

生
方
の
こ
と
を
、
思
い
出
し
ま

す
。

　

浪
越
徹
先
生
。
先
生
が
書
か

れ
た
本
は
、
毎
日
、
私
の
仕
事

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
最
初
の
先
生
、
ル

デ
ィ
・
パ
ロ
ン
ビ
ー
ニ
先
生
は
、

指
圧
に
対
す
る
情
熱
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

デ
ニ
ス
・
Ｊ
・
ビ
ン
ク
ス
先

生
は
、
浪
越
指
圧
の
精
神
と
技

術
を
、
再
発
見
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
指
圧
の
父
、

会
長　

ロ
ベ
ル
ト
・
タ
ベ
ル
ナ
先
生
挨
拶

イ
タ
リ
ア
指
圧
師
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
協
会

浪
越
徳
治
郎
先
生
は
、
亡
く
な

ら
れ
て
か
ら
五
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
私
た
ち
は
い
ま
、
先
生

の
生
誕
百
年
を
祝
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
は
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た

が
、
浪
越
指
圧
は
常
に
力
強
く
、

前
進
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

一
九
九
〇
年
、
学
校
創
立
五

十
周
年
の
と
き
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
参
加
し
た
の
は
、
主
に
、

イ
タ
リ
ア
と
オ
ラ
ン
ダ
で
し
た
。

今
回
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
イ
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
か
ら
の
参
加
者
は
、
四

倍
に
増
え
ま
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
か
ら
は
、
浪
越
指

圧
を
代
表
す
る
Ａ
・
Ｐ
・
Ｉ
・

Ｓ
と
Ｕ
Ｐ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
他
に
、

Ａ
・
Ｐ
・
Ｏ
・
Ｓ
代
表
ロ
レ
ン

ツ
ォ
・
ア
ル
ゴ
リ
ニ
先
生
、
指

圧
道
代
表
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
パ

ロ
リ
ン
先
生
、
瞑
想
指
圧
の
八

尋
雄
二
先
生
、
イ
タ
リ
ア
指
圧

会
長
ダ
グ
ラ
ス
・
ガ
ッ
テ
ィ
ー

ニ
先
生
、
イ
タ
リ
ア
指
圧
学
校

協
会
会
長
フ
ァ
ビ
オ
・
ザ
ガ
ー

ト
先
生
、
Ａ
・
Ｉ
・
Ｓ
前
会
長

ア
レ
サ
ン
ド
ロ
・
キ
ア
ペ
リ
先

生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
Ａ
・

Ｉ
・
Ｓ
は
、
会
長
が
代
わ
っ
て

か
ら
、
私
た
ち
と
の
関
係
が
ぎ

く
し
ゃ
く
し
て
い
る
の
で
、
キ

ア
ペ
リ
先
生
が
今
回
参
加
さ
れ

た
の
を
機
に
、
関
係
修
復
を
計

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
タ
リ
ア
人
の
中
で
、
指
圧

は
よ
く
知
ら
れ
、
指
圧
を
治
療

と
し
て
求
め
る
方
が
多
い
の
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
指
圧
は
流
派
間

で
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
互

い
の
長
所
を
披
露
し
あ
っ
て
、

互
い
に
学
び
合
い
、
進
ん
で
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
の
お
陰
で
、
浪
越
指
圧
と

他
の
学
校
は
協
力
関
係
に
あ
り

ま
す
。

　

ス
イ
ス
で
は
、
浪
越
指
圧
は
、

一
九
九
五
年
ま
で
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
そ
れ
以
後
拡
大
し
て

き
ま
し
た
。
ア
ン
ナ
・
マ
リ

ア
・
フ
レ
イ
先
生
の
ご
尽
力
で
、

浪
越
指
圧
は
、
ス
イ
ス
の
労
働

保
険
に
認
め
ら
れ
、
他
の
学
校

と
も
友
好
関
係
を
保
っ
て
い
ま

す
。
ダ
リ
オ
・
バ
ラ
ン
ツ
ィ
ー

ニ
先
生
も
、
皆
の
重
要
な
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
は
、
シ
ル
ヴ
ィ

ア
・
ス
タ
パ
ー
ト
先
生
が
引
退

さ
れ
、
新
し
く
ロ
バ
ー
ト
・
ク

ラ
イ
ネ
ン
バ
ー
グ
先
生
が
会
長

に
な
り
ま
し
た
。
シ
ル
ヴ
ィ
ア

先
生
の
三
十
年
間
の
活
動
は
、

オ
ラ
ン
ダ
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
指
圧
を
成
長
さ
せ
ま

し
た
。
デ
ニ
ス
・
Ｊ
・
ビ
ン
ク

ス
先
生
が
学
校
を
創
立
し
、
多

く
の
指
圧
師
を
養
成
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
学
校
の
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ロ
ゲ
リ
オ
・
パ
ウ
ロ
・
モ
ッ

テ
ィ
先
生
に
よ
っ
て
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
学
校
は
成
長
し
て
い
ま

す
。

　

小
野
田
茂
先
生
の
力
で
、
ス

ペ
イ
ン
の
学
校
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
ス
ペ

イ
ン
指
圧
プ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生

し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
指

圧
を
普
及
す
る
た
め
、
浪
越
和

民
理
事
長
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

得
な
が
ら
、
浪
越
指
圧
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
会
長
と
し
て
、
小
野

田
先
生
が
尽
力
さ
れ
た
お
陰
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る
学
校
間
の

交
流
が
あ
り
、
互
い
の
長
所
を

学
び
合
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
イ
タ
リ
ア
の
ア
ッ
プ

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
会
長

ジ
ュ
ー
シ
ィ
・
サ
ン
ト
プ
ス

タ
ー
ソ
先
生
が
調
印
し
、
正
式

に
浪
越
指
圧
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
メ

ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
、
歴
史
の
あ

る
Ａ
・
Ｐ
・
Ｉ
・
Ｓ
、
と
そ
の

指
圧
学
校
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
イ

ス
、
オ
ラ
ン
ダ
が
同
じ
よ
う
に
、

小
野
田
先
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
元
、
浪
越
和
民
理
事
長
の

協
力
を
得
て
、
浪
越
指
圧
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
し
て
大
同
団
結
し
ま

し
た
。

　

浪
越
徳
治
郎
先
生
の
生
誕
百

年
を
祝
う
に
は
、
最
も
ふ
さ
わ

し
い
快
挙
だ
と
思
い
ま
す
。

　

浪
越
徳
治
郎
先
生
は
、
ご
自

分
の
技
術
に
指
圧
と
い
う
名
を

つ
け
た
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち

に
、
人
間
と
自
然
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
私
た
ち
が
患
者
に
接
す

る
と
き
、
ど
の
よ
う
に
話
し
、

ど
の
よ
う
に
接
す
る
か
も
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
浪
越
先

生
は
、
人
間
の
局
所
を
体
全
体

か
ら
切
り
離
し
て
と
ら
え
る
の

で
は
な
く
、
体
を
あ
く
ま
で
も

有
機
的
に
と
ら
え
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
延
長
線
で
、
自
然

と
の
調
和
も
強
調
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
デ
ニ
ス
・
Ｊ
・
ビ
ン
ク

ス
先
生
も
同
じ
よ
う
に
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

日
本
指
圧
専
門
学
校
に
、
一

つ
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
指
圧

の
働
き
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
研
究

を
す
す
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

先
生
も
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
共

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
五
年
六
月
に
、
浪
越

徳
治
郎
先
生
の
生
誕
百
年
を
祝

う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
会
を
開
設
し

た
と
こ
ろ
、
浪
越
和
民
理
事
長

は
じ
め
、
青
木
宏
先
生
、
小
林

秋
朝
先
生
に
出
席
い
た
だ
き
、

大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
私
た
ち
が
東
京
に
来

て
、
こ
の
よ
う
に
歓
待
に
あ
ず

か
っ
た
こ
と
は
、
一
生
忘
れ
ま

せ
ん
。

　

永
田
芳
彦
経
理
部
長
か
ら
も
、

い
ろ
い
ろ
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
日
本
の
先
生
方
、
御
清

聴
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら
参
加

の
皆
さ
ん
に
も
、
感
謝
し
ま
す
。
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皆
さ
ん
の
指
圧
に
か
け
る
情
熱

と
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
の
成
果

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

サ
ン
ド
ロ
・
ア
ン
ド
リ
ア
ー

ニ
さ
ん
、
小
野
田
先
生
の
右
腕

と
し
て
、
浪
越
指
圧
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
拡
大
の
た
め
多
大
の
尽
力

を
さ
れ
、
私
た
ち
が
大
挙
し
て

来
日
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て

く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

以
上
は
、
二
〇
〇
五
年
十
一

月
三
日
浪
越
和
民
理
事
長
主
催

の
夕
食
会
。
於
椿
山
荘
に
お
け

る
挨
拶
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
ア
メ
リ
カ

で
指
圧
を
習
っ
て
い
る
外
国
人
、

ま
た
指
圧
を
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
い
る
人
達
は
、
日

本
に
は
二
つ
の
指
圧
の
流
派
が

あ
り
そ
の
二
つ
の
流
派
の
指
圧

が
お
互
い
に
凌
ぎ
を
削
っ
て
い

る
、
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

一
つ
は
日
本
指
圧
専
門
学
校
を

ベ
ー
ス
と
す
る
浪
越
指
圧
、
そ

し
て
故
増
永
先
生
の
弟
子
達
を

ベ
ー
ス
と
し
た
グ
ル
ー
プ
の
Ｚ

Ｅ
Ｎ
指
圧
で
す
。
こ
の
増
永
Ｚ

Ｅ
Ｎ
指
圧
は
、
日
本
で
は
医
王

会
と
し
て
外
人
の
為
に
細
々
と

講
習
会
を
開
い
て
い
る
の
が
実

態
で
あ
り
ま
す
。
外
国
の
人
達

は
こ
の
グ
ル
ー
プ
も
日
本
指
圧

専
門
学
校
同
様
、
公
式
な
認
定

学
校
の
教
育
機
関
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
外
国
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
巨
大
な

存
在
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が

正
し
い
指
圧
を
普
及
す
る
障
害

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
増
永
Ｚ

Ｅ
Ｎ
指
圧
の
メ
ン
バ
ー
は
三
週

間
程
度
の
短
期
間
の
講
習
に
お

い
て
、
ツ
ボ
の
ポ
イ
ン
ト
を
東

洋
医
学
理
論
を
も
と
に
教
え
て
、

「
こ
れ
が
指
圧
」
と
し
て
商
売

に
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
実
態
を
是
非
分
か
っ
て

も
ら
お
う
と
、
私
達
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
指
圧
浪
越
は
浪
越
徳
治
郎
先

生
生
誕
百
年
祭
の
大
会
に
一
人

で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
指
圧
の
同

志
に
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
、

日
本
の
旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

幸
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で
一

番
指
圧
の
盛
ん
な
イ
タ
リ
ア
の

代
表
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
指
圧
協
会
の

タ
ベ
ル
ナ
先
生
が
、
イ
タ
リ
ア

の
指
圧
師
及
び
学
生
に
呼
び
か

け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
訳

で
イ
タ
リ
ア
六
十
名
、
ス
ペ
イ

ン
二
十
五
名
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス

イ
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
計
百
三

十
名
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
指
圧
浪
越

の
団
体
が
日
本
指
圧
の
実
態
を

　

期　

小
野
田　
　
　

茂

２５

―　
生
誕
百
年
祭
に
参
加
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
正
し
い
指
圧
を

知
る
為
に
日
本
に
向
か
っ
て
旅

立
ち
ま
し
た
。

　

短
い
滞
在
期
間
で
し
た
が
、

日
本
指
圧
専
門
学
校
の
ス
タ
ッ

フ
の
心
温
ま
る
、
そ
し
て
計
画

性
を
持
っ
た
進
行
に
、
全
て
の

参
加
者
が
感
動
を
お
土
産
に
自

国
に
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

十
一
月
三
日
の
メ
モ
リ
ー
そ
し

て
四
、
五
日
の
外
国
人
の
為
の

セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
規
則
正
し

い
準
備
万
端
の
進
行
を
も
っ
て

「
浪
越
指
圧
こ
こ
に
あ
り
」
と

の
感
を
強
く
し
ま
し
た
。
と
と

も
に
、
浪
越
の
卒
業
生
が
地
域

社
会
に
染
み
込
ん
だ
本
当
の
指

圧
を
全
国
で
黙
々
と
従
事
し
て

い
る
努
力
が
今
日
の
日
本
の
指

圧
の
実
態
で
あ
る
こ
と
を
、
改

め
て
実
感
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

日
本
の
指
圧
を
外
国
に
伝
え

る
こ
と
は
、
今
と
な
っ
て
は
大

変
な
こ
と
で
す
。
何
故
な
ら
ば

初
期
の
先
生
達
の
教
え
を
忠
実

に
伝
え
て
い
る
Ｚ
Ｅ
Ｎ
指
圧
及

び
正
統
指
圧
が
今
で
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
ツ
ボ
を
習
う
こ
と
、

そ
し
て
押
す
こ
と
が
指
圧
と
思

い
込
ん
で
生
徒
に
商
売
を
し
て

い
る
学
校
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ

と
ん
ど
の
指
圧
学
校
の
実
態
だ

か
ら
で
す
。

　

日
本
指
圧
専
門
学
校
の
卒
業

生
及
び
在
校
生
の
皆
さ
ん
、
外

国
に
出
て
浪
越
指
圧
を
普
及
し

ま
せ
ん
か
？
世
界
的
に
手
技
療

法
は
受
け
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
ど
ん
ど
ん
伸
び
る

市
場
で
す
。

　

浪
越
を
も
う
一
度
世
界
に
広

め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

期
Ａ
組　

竹　

下　
　
　

茜

４７
　

去
る
３
月　

日
〜　

日
、
ハ
ワ

１６

２２

イ
解
剖
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
５
泊
７
日
の
短
い
日
程

の
中
で
、
毎
日
が
貴
重
な
体
験
の

連
続
で
あ
り
、
ま
た
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
ず　

日
は
ク
ア
キ
ニ
病
院
で

１６

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
圧
を
行
い
、
体

格
も
生
活
も
違
う
ハ
ワ
イ
の
方
々

を
指
圧
す
る
の
は
不
慣
れ
で
し
た

が
好
評
を
頂
き
、
指
圧
は
海
外
で

も
通
用
す
る
事
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
各
自
で
観
光
を
楽
し
み
、

　

・　

日
は
解
剖
研
修
。
ハ
ワ
イ

１８

１９

大
学
の
熱
心
な
先
生
方
の
下
、
メ

ス
を
握
り
人
体
を
解
剖
す
れ
ば
正

に
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
英
語
、

日
本
語
が
飛
び
交
う
中
、
骨
筋
や

神
経
に
触
れ
、
発
見
や
再
確
認
の

中
で
得
た
知
識
は
何
物
に
も
代
え

難
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
短
い
間
で
し
た
が
、
研

修
の
間
に
も
飲
み
食
べ
、
語
り
踊

り
酔
い
吐
き
、
実
弾
を
打
ち
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
に
登
り
、
ワ
イ

キ
キ
ビ
ー
チ
で
泳
ぎ
浮
い
た
り
沈

ん
だ
り
、
悩
ん
で
迷
っ
て
感
動
し

て
、
涙
し
た
り
笑
い
話
に
な
っ
た

り
と
、
体
力
気
力
、
財
布
の
中
身

と
全
て
消
費
し
て
、
あ
と
に
残
っ

た
も
の
は
思
い
出
の
み
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
研
修
で
出

会
っ
た
人
々
、
先
生
方
、
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
の
心
遣
い
の
お

陰
で
充
実
し
た
ハ
ワ
イ
解
剖
研
修

が
出
来
ま
し
た
事
を
心
よ
り
感
謝

し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
研
修
に
参
加
し
て

ハ
ワ
イ
研
修
に
参
加
し
て

ハ
ワ
イ
解
剖
研
修
を
終
え
て

ハ
ワ
イ
解
剖
実
習
で
の
貴
重
な
経
験

　

期
Ｃ
組　

鈴　

木　

啓　

太

４９
　

今
回
の
ハ
ワ
イ
解
剖
実
習
は
、

本
当
に
か
け
が
え
の
な
い
経
験
と

な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
ハ
ワ
イ
、
初
め
て
の

解
剖
。
出
発
時
、
未
知
へ
の
期
待

と
同
時
に
、
こ
の
一
年
間
な
ん
と

か
解
剖
学
の
テ
ス
ト
を
乗
り
切
っ

て
き
た
私
に
と
っ
て
は
、
一
年
生

の
終
わ
り
の
時
点
で
実
習
に
参
加

す
る
こ
と
へ
の
不
安
も
あ
り
ま
し

た
。

　

到
着
し
て
初
日
は
ク
ア
キ
ニ
病

院
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
圧
。
見

知
ら
ぬ
海
外
の
人
達
を
圧
す
の
は

初
め
て
で
、
最
初
は
戸
惑
い
ま
し

た
が
、
短
い
な
が
ら
も

現
地
の
人
々
に
触
れ
、

私
の
未
熟
な
指
圧
に
対

し
て
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
き
、
指
圧
の
価
値

と
楽
し
さ
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
日
目
か
ら
は
、
ハ

ワ
イ
大
学
で
の
二
日
間

の
解
剖
実
習
。
始
ま
っ

て
す
ぐ
に
自
分
の
手
で

解
剖
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
と
は
出
来
る
限

り
多
く
見
て
触
れ
て
み

よ
う
と
無
我
夢
中
で
し

た
。
ハ
ワ
イ
大
学
や
浪

越
学
園
の
先
生
方
が
丁

寧
に
ご
指
導
く
だ
さ
り
、

充
実
し
た
時
間
で
し
た
。

授
業
で
習
っ
た
事
柄
を

自
分
の
眼
で
見
る
こ
と

で
、
断
片
的
だ
っ
た
知
識
が
繋

が
っ
て
い
く
感
じ
が
し
て
、
参
加

し
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

　

帰
国
ま
で
の
間
、
上
級
生
や
卒

業
生
、
先
生
方
、
愛
泉
指
圧
学
校

の
皆
様
と
交
流
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
美
し
い
ハ
ワ
イ
の
地
で
、
勉

強
と
遊
び
の
両
方
で
充
実
し
た
経

験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
関
係

者
の
皆
様
の
好
意
と
努
力
、
指
圧

へ
の
熱
意
に
支
え
ら
れ
て
い
る
も

の
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
経

験
を
生
か
す
べ
く
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
し
、
こ
の
実
習

が
長
く
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
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東
京
の
桜
が
満
開
に
な
っ
た

平
成
十
八
年
四
月
一
日
、
茗
荷

谷
の
茗
渓
会
館
に
お
い
て
、
日

本
指
圧
専
門
学
校
第
五
十
期
入

学
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

林
副
校
長
先
生
の
開
式
の
辞
、

君
が
代
の
斉
唱
の
後
新
入
生
ひ

と
り
ひ
と
り
が
担
任
の
先
生
よ

り
呼
名
さ
れ
ま
し
た
。
石
塚
校

長
先
生
の
式
辞
で
は
「
発
心
・

実
行
・
継
続
」
と
い
う
、
浪
越

徳
治
郎
先
生
が
生
前
よ
く
入
学

式
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
言
葉

を
、
こ
の
三
年
間
の
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
と
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。
浪
越
和
民
理

事
長
か
ら
は
、
思
い
や

り
の
心
「
母
ご
こ
ろ
」

を
持
っ
た
立
派
な
医
療

人
に
成
長
し
て
く
だ
さ

い
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
指
圧
協
会
理

事
長
山
岡
祥
宏
先
生
に

よ
る
祝
辞
、
同
窓
会
会

長
青
木
宏
先
生
の
祝
辞

に
続
き
、
在
校
生
三
年

Ｄ
組
の
浅
田
秀
男
さ
ん

の
歓
迎
の
言
葉
の
後
、

一
年
Ａ
組
の
込
山
哲
郎

さ
ん
の
新
入
生
宣
誓
で

は
、
入
学
に
あ
た
っ
て
の
意
気

込
み
を
高
ら
か
に
宣
言
し
ま
し

た
。
教
職
員
の
紹
介
に
続
き
全

員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
林
副
校

長
先
生
の
閉
式
の
辞
を
も
っ
て

日
本
指
圧
専
門
学
校
第
五
十
期

入
学
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

１
年
Ａ
組　

大　

澤　

宏　

彰

　

ず
っ
と
こ
う
い
う
職
業
に
興

味
が
あ
り
、
や
っ
と
勉
強
す
る

機
会
を
得
た
の
で
今
は
期
待
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
勉
強
す
る
内

容
は
体
の
仕
組
み
の
こ
と
な
ど

難
し
い
こ
と
が
多
い
と
思
う
の

で
不
安
も
多
少
は
あ
り
ま
す
が
、

全
部
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
た
め

に
な
る
こ
と
な
の
で
ど
ん
な
こ

と
で
も
全
力
を
つ
く
し
て
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
生
活
を
し
て
い
く
中
で

気
持
ち
が
だ
れ
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
常
に
そ
の

時
々
の
目
標
を
た
て
、
そ
れ
を

ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
で
充
実

し
た
学
生
生
活
を
過
ご
し
、
た

だ
勉
強
を
す
る
だ
け
は
な
く
成

長
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

先
生
方
や
学
校
の
関
係
者
の
ご

指
導
、
ク
ラ
ス
の
人
達
と
の
協

力
な
ど
が
必
要
に
な
る
と
思
う

の
で
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

１
年
Ｂ
組　

天　

川　

恵　

子

　

私
は
以
前
、
整
形
外
科
医
院

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

多
く
の
人
が
、
痛
み
を
抱
い
て
、

長
い
こ
と
苦
し
ん
で
い
る
姿
を

見
て
き
ま
し
た
。

　

私
の
家
族
も
そ
う
な
の
で
、

そ
の
姿
を
見
て
い
る
内
に
、
副

作
用
の
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

指
圧
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
、
だ
ん

だ
ん
興
味
を
持
ち
始
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

指
圧
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
つ
い

て
考
え
て
い
る
内
に
技
の
習
得

と
専
門
的
な
知
識
を
深
め
、
痛

み
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
根
本

的
な
解
決
方
法
を
見
つ
け
た
い

と
い
う
、
自
分
な
り
の
課
題
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
課
題
は
、
仕
事
を
し
て

い
る
時
に
思
う
、「
少
し
で
も

痛
み
を
と
り
楽
に
し
て
あ
げ
た

い
」、
と
い
う
気
持
ち
が
解
決

の
第
一
歩
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
為
に
も
、
指
圧
を
一
生

懸
命
に
学
び
、
先
ず
は
、
国
家

試
験
に
合
格
で
き
る
よ
う
努
力

し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ

か
一
歩
一
歩
、
自
分
の
課
題
の

答
え
に
近
づ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

１
年
Ｃ
組　

市　

川　

美
知
子

　

私
は
按
摩
、
指
圧
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
に
な
る
為
、
上
京
し

て
来
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
学
校

で
医
療
現
場
で
通
用
す
る
知
識
、

技
術
、
心
構
え
を
身
に
付
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
地
元
か
ら
離

れ
不
安
も
あ
り
ま
す
が
自
分
の

為
、
応
援
し
て
く
れ
る
友
人
、

私
を
信
じ
て
送
り
出
し
て
く
れ

た
両
親
の
為
に
も
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
々
の
生
活
で
は
食

事
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
豊
か
な
食
事
は
豊
か
な
精

神
を
養
い
、
自
ず
と
指
圧
に
も

反
映
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
自
分
を
成
長
さ
せ

て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
か
つ
て
、

私
が
い
た
職
場
も
こ
ち
ら
の
学

校
同
様
、
幅
広
い
年
代
の
方
が

い
る
環
境
で
し
た
。
そ
の
中
で

私
は
、
分
け
隔
て
な
く
人
と
接

す
る
事
が
出
来
る
様
に
な
り
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
財
産
に

な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
周
り

に
い
る
人
達
を
大
切
に
し
、
不

安
を
自
信
に
変
え
ら
れ
る
強
さ

を
持
ち
、
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
れ
る
様
、
一
日
一
日
を
大

切
に
過
ご
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

１
年
Ｄ
組　

長
谷
部　

光　

一

　

皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
。
新
入

の
長
谷
部
と
申
し
ま
す
。
新
入

と
は
申
し
て
も
大
分
年
長
の
新

入
生
で
ご
ざ
い
ま
す
。
３
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
私
が
指
圧

と
出
会
っ
た
の
は
か
れ
こ
れ
二

十
年
前
で
し
ょ
う
か
。
事
務
作

業
か
ら
来
る
肩
や
背
中
の
凝
り

最
後
は
頭
に
到
達
。
症
状
が
ひ

ど
く
困
り
果
て
た
と
こ
ろ
指
圧

を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
気
持
ち

が
良
か
っ
た
の
で
す
が
一
過
性

の
よ
う
に
数
時
間
後
に
は
元
に

戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

気
持
ち
が
良
い
け
ど
良
く
な

ら
な
い
。
ど
う
し
て
だ
ろ
う

か
？
メ
ン
タ
ル
な
自
分
が
大
き

く
作
用
し
て
い
る
な
、
ス
ト
レ

ス
だ
な
、
自
分
の
原
因
ら
し
き

も
の
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

技
術
と
人
の
内
面
を
勉
強
し
よ

う
。
日
に
日
に
体
の
不
調
で
悩

ん
で
い
る
人
の
笑
顔
が
見
た
い

と
思
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、

学
校
で
人
の
心
と
技
術
を
学
び

基
礎
作
り
を
し
、
人
の
健
康
へ

の
手
助
け
が
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

第
五
十
期
入
学
式
及
び

第
五
十
期
入
学
式
及
び

新
入
生
の
抱
負

　
　

新
入
生
の
抱
負
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私
が
浪
越
学
園
に
入
学
し
た

の
は
平
成
九
年
四
月
の
事
で
し

た
。
そ
の
頃
は
不
安
よ
り
も
、

未
知
な
も
の
へ
の
憧
れ
や
、
興

味
の
方
が
強
く
、
試
験
の
時
を

除
け
ば
毎
日
が
楽
し
く
、
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
現
在

は
、
自
宅
で
の
治
療
と
往
診
を

し
て
居
り
ま
す
。

　

卒
業
か
ら
既
に
五
年
を
経
て
、

在
学
中
に
色
々
と
生
じ
た
疑
問

や
、
道
場
訓
の
中
の
「
診
断
即

治
療
」
を
実
践
す
る
時
の
、
患

者
さ
ん
の
主
訴
か
ら
の
不
安
材

料
な
ど
、
沢
山
有
り
ま
し
た
が
、

今
は
、
大
き
な
不
安
は
有
り
ま

せ
ん
。

　

私
が
勉
強
す
る
と
い
う
こ
と

程
、
不
似
合
な
事
は
無
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
何
故
、
ど

う
し
て
と
、
一
生
が
勉
強
と
今

で
も
思
い
続
け
て
い
ま
す
。

　

在
学
中
友
人
の
紹
介
で
、
御

会
い
し
た
先
生
と
の
出
合
い
が

私
の
指
圧
方
向
を
決
め
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
指
圧
に
対
す

る
造
詣
の
深
さ
、
豊
富
な
知
識

を
惜
し
げ
も
な
く
明
か
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
に

「
今
度
は
君
が
覚
え
た
事
を
、

そ
れ
を
求
め
る
人
に
伝
え
て
い

く
番
で
す
よ
」
と
、
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
言
わ
れ
た
の
を
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。

　
「
良
い
知
識
、
高
い
技
術
は

隠
す
も
の
で
は
な
い
」
こ
れ
が

よ
く
聞
か
さ
れ
た
言
葉
で
し
た
。

　

私
に
こ
の
教
え
に
見
合
う
力

が
付
い
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

後
輩
の
方
が
、
私
達
が
当
時
、

悩
み
、
議
論
し
た
時
と
同
様
に
、

不
安
や
悩
み
が
あ
れ
ば
、
少
し

で
も
そ
の
力
に
な
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

私
の
治
療
院
は
、「
呑
気
亭

（
の
ん
き
て
い
）」
と
称
し
、
患

者
の
悪
い
気
を
少
し
で
も
呑
み

込
ん
で
し
ま
い
た
い
と
の
思
い

で
付
け
ま
し
た
。

　

本
来
は
花
押
と
し
て
「
無

木
」（
の
ん
き
）
そ
し
て
（
ぶ

き
）
と
、
不
器
用
の
意
に
か
け

て
使
っ
て
い
た
も
の
で
す
が
、

こ
の
仕
事
で
不
器
用
で
は
困
り

ま
す
。「
亭
」
は
、
あ
ず
ま
や

（
粗
末
な
建
物
）
の
こ
と
で
、

今
の
私
の
、
生
活
そ
の
も
の
で

今
日
よ
り
明
日
へ

今
日
よ
り
明
日
へ

　　
　
同
窓
生
か
ら
の
便
り

同
窓
生
か
ら
の
便
り

　

私
が
治
療
の
道
に
縁
を
持
っ

た
の
は
、
あ
る
一
冊
の
本
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
本
に

は
独
自
の
治
療
技
術
が
公
開
さ

れ
て
お
り
、
全
く
素
人
の
私
で

し
た
が
、
本
を
見
な
が
ら
父

母
・
家
内
に
施
術
を
し
た
所
三

人
共
に
痛
み
の
軽
減
や
身
体
が

軽
く
な
る
と
言
い
ま
す
。
面
白

味
を
覚
え
た
私
は
素
人
向
け
の

講
習
会
が
あ
る
事
を
知
り
、
参

加
し
て
実
力
を
付
け
て
い
き
ま

す
。
よ
く
先
生
は
、「
今
日

習
っ
た
技
術
は
、
家
に
帰
っ
た

ら
子
供
に
小
遣
い
を
や
っ
て
で

も
や
ら
せ
て
貰
え
」
と
言
っ
て

ま
し
た
。
私
も
約
二
年
間
に
、

延
べ
約
二
百
五
十
人
、
回
数
と

し
て
は
千
回
程
の
施
術
を
無
料

に
て
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
実

践
に
勝
る
事
は
無
い
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
て
治
療
師
に
な
る

思
い
が
膨
み
、
公
的
な
資
格
を

取
得
し
た
く
指
圧
学
校
へ
の
受

験
と
な
っ
た
訳
で
す
。
人
体
に

関
し
て
全
く
無
知
な
私
は
、
学

問
と
指
圧
の
力
強
い
味
方
を
増

や
し
、
卒
業
後
に
独
立
開
業
致

し
ま
し
た
。
無
料
で
の
施
術
が

功
を
奏
し
、
順
調
に
患
者
さ
ん

が
増
え
、
五
年
後
に
は
売
上
げ

が
大
台
に
達
し
ま
し
た
。
与
え

れ
ば
与
え
ら
れ
る
。
お
釈
迦
様

の
教
え
で
す
。

塩　

野　

泰　

利　
　

期
３４

八
年
た
っ
て
の
一
人
言

佐
々
治　

六
郎　
　

期
４１

す
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
、
嘘
を
つ
か
ず
、

初
心
を
忘
れ
る
事
の
な
い
様
、

自
戒
と
し
て
名
付
け
た
も
の
で
、

患
者
の
方
、
一
人
、
一
人
に
対

し
て
そ
う
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
指
圧
の
発
展
と
、
皆

様
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

 

平
成
十
八
年
一
月

　

開
業
す
る
理
由
は
、
人
そ
れ

ぞ
れ
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
の
好
き
な
理
由
で
、

好
き
な
よ
う
に
始
め
ら
れ
た
ら

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
義
名
分
が
必
要
な
方
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
「
理
念
」
が

あ
る
と
、
よ
り
相
手
に
伝
わ
る

と
思
い
ま
す
。
私
は
「
理
念
」

を
掲
げ
る
の
に
、
開
業
し
て
か

ら
三
年
掛
か
り
ま
し
た
。
正
確

に
は
、
三
年
経
っ
た
か
ら
必
要

に
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
…
。

　

と
に
か
く
、
始
め
る
と
い
う

事
が
一
番
大
事
な
の
で
す
が
、

た
だ
闇
雲
に
始
め
る
と
、
一
年

も
持
た
ず
に
閉
院
と
な
り
か
ね

な
い
の
で
、
私
も
ヒ
ン
ト
を
探

し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
に
話
を
聞
き
に
も
行
き
ま
し

た
。
開
業
ま
で
の
私
の
道
の
り

を
ヒ
ン
ト
に
し
て
頂
け
た
ら
幸

い
で
す
。

　

私
が
開
業
を
す
る
と
決
め
た

の
は
入
学
前
か
ら
で
す
。
驚
き

の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ

う
な
ん
で
す
。
も
う
少
し
過
去

に
戻
り
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
、
十
五
歳
か
ら
舞
台
演

劇
の
世
界
に
身
を
投
じ
早
十
年
。

真
剣
に
こ
の
世
界
で
食
べ
て
い

こ
う
と
思
っ
た
頃
に
は
、
も
う

時
は
既
に
遅
し
、
見
事
に
旬
が

過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
少
し
足
掻

い
て
み
た
け
ど
、
完
全
に
ど
こ

も
使
っ
て
は
く
れ
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
学
ん

だ
の
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
事

だ
と
言
う
こ
と
。
二
十
歳
の
頃

が
一
番
多
く
仕
事
の
話
を
頂
い

て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
辺
が

若
気
の
い
た
り
、
得
意
に
な
り

過
ぎ
て
選
ん
で
い
ま
し
た
。
こ

加　

納　

正　

剛　
　

期
４４

  
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

開
業
の
ス
ス
メ
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れ
は
物
凄
い
失
敗
談
で
す
。

「
傲
慢
さ
」
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
男
も
二
十
五
歳
に
な

る
と
結
婚
を
意
識
し
ま
す
。
二

十
歳
か
ら
付
き
合
っ
て
い
た
相

手
と
意
識
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

子
供
を
作
っ
て
家
庭
を
持
と
う

と
真
剣
に
考
え
、
辛
か
っ
た
で

す
が
、
今
ま
で
の
自
分
の
在
り

方
を
清
算
し
て
、
新
し
い
自
分

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
思
い
立
ち

ま
し
た
。

　

そ
の
決
断
と
行
動
が
こ
の
指

圧
の
道
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
池
袋
に
あ
る

本
屋
で
、
専
門
学
校
ガ
イ
ド
辞

典
を
一
発
開
い
て
目
に
入
っ
た

と
こ
に
受
験
し
よ
う
と
本
を
開

き
ま
し
た
。
十
二
月
の
出
来
事

で
し
た
。（
ホ
ン
ト
に
こ
れ
や

り
ま
し
た
。
完
全
に
神
頼
み
で

す
。
今
で
は
神
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。）
見
事
に
二
次

募
集
は
落
ち
ま
し
た
。
こ
の
時

に
願
書
を
取
り
に
行
っ
た
ら
、

あ
の
徳
治
郎
先
生
が
事
務
室
で

新
聞
を
読
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
一
度
し
か
生
で
拝
見
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
翌
年
の
二
次
で
合

格
し
ま
し
た
。
試
験
で
こ
ん
な

に
苦
戦
し
た
の
は
高
校
受
験
く

ら
い
で
す
。

　

こ
の
と
き
に
、
私
は
開
業
を

志
し
て
入
学
金
を
入
金
し
た
こ

と
を
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

な
に
せ
、
家
庭
を
持
つ
事
を

決
め
た
わ
け
で
す
か
ら
、
自
分

に
ウ
ソ
は
つ
け
ま
せ
ん
。
コ

ミ
ッ
ト
し
た
の
で
す
。
全
て
を

掛
け
て
こ
の
世
界
に
投
じ
る
と
。

　

私
は
こ
の
コ
ミ
ッ
ト
、「
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
が
開
業
に
一

番
必
要
な
事
柄
だ
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

や
る
と
い
う
信
念
が
一
番
大
事

で
す
。
な
に
せ
、
世
界
は
色
々

な
刺
激
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。

つ
い
誘
惑
に
負
け
そ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
う
ま
く
い
か
な

い
時
で
も
、
う
ま
く
い
き
過
ぎ

て
し
ま
う
時
で
も
、
こ
の
「
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
が
助
け
て
く

れ
ま
す
。
三
年
掛
け
た
っ
て
い

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
全
て
を

掛
け
る
ん
で
す
か
ら
、
時
間
を

掛
け
ま
し
ょ
う
よ
。
ち
な
み
に

私
は
三
年
掛
か
っ
た
か
な
。

「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
が
決
ま

れ
ば
、
九
十
九
％
準
備
が
出
来

た
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
信
念
を
練
り

上
げ
た
の
で
す
か
ら
。
あ
と
は

残
り
一
％
で
す
。
九
十
九
％
に

長
い
時
間
を
掛
け
た
の
で
す
か

ら
、
残
り
一
％
は
簡
単
で
す
。

だ
っ
て
方
法
な
ん
で
す
か
ら
。

　

で
は
順
番
に
、「
立
地
」「
固

定
費
の
圧
縮
」「
準
備
資
金
」

「
資
金
計
画
」
で
す
。
こ
れ
大

事
。
立
地
は
集
客
率
、
圧
縮
は

運
転
資
金
に
、
準
備
資
金
は
親
、

親
戚
を
頼
り
な
さ
い
、
資
金
計

画
は
経
営
の
設
計
図
＆
羅
針
盤
。

院
の
施
設
の
基
準
は
、
市
町
村

に
よ
っ
て
違
い
が
大
き
い
の
で

注
意
が
必
要
。

　

こ
こ
で
、「
準
備
資
金
は
親
、

親
戚
を
頼
り
な
さ
い
」
と
い
う

の
が
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
事
業
を
興
す
の
に
、
親
、

兄
弟
、
親
戚
が
協
力
し
て
頂
け

な
い
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
失

敗
す
る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
一
番
頼
り
が
い
の
あ
る
サ

ポ
ー
タ
ー
だ
か
ら
で
す
。
こ
う

い
う
こ
と
が
物
凄
く
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

技
術
に
関
し
て
は
、
基
本
指

圧
が
あ
り
ま
す
か
ら
三
年
掛
け

て
準
備
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。
真
剣
に
修
行
す
れ
ば
十
分

な
時
間
の
は
ず
で
す
。
三
年
で

間
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
間
に
合

う
ま
で
基
本
を
徹
底
的
に
修
練

す
れ
ば
い
い
で
す
。
近
道
は
あ

り
ま
せ
ん
。
徹
底
的
な
修
練
で

す
。
鈴
木
林
三
先
生
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て

「
師
に
学
ぶ
こ
と
」
プ
ラ
ス
、

受
付
の
仕
事
で
人
と
の
接
し
方

を
学
ぶ
こ
と
で
す
。
一
流
の
料

亭
で
は
、
下
足
番
を
一
年
や
り
、

一
流
の
方
々
の
顔
と
名
前
を
覚

え
、
残
り
物
で
味
を
憶
え
ま
す
。

応
用
は
学
校
の
外
に
あ
り
、
諸

先
輩
方
は
頼
り
に
な
り
ま
す
よ
。

ア
ク
セ
ス
し
て
下
さ
い
。

　

次
に
大
事
な
こ
と
を
順
番
に
、

「
学
校
の
基
礎
学
習
全
て
が
基

本
」「
機
能
解
剖
学
」「
運
動
生

理
学
」「
神
経
生
理
学
」「
栄
養

学
」。
そ
し
て
「
好
奇
心
」
で

す
。

　

最
後
に
某
セ
ミ
ナ
ー
で
頂
い

た
お
話
で
す
。「
パ
レ
ー
ド
の

法
則
」
と
言
う
の
が
あ
り
ま
す
。

「
八
十
：
二
十
の
法
則
」
と
も

い
い
ま
す
。
八
十
が
人
間
性
で
、

二
十
が
技
術
力
だ
と
熱
弁
し
て

い
ま
し
た
。
実
際
現
場
の
感
じ

で
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

ベ
ッ
ド
に
寝
た
と
き
に
八
十
％

は
治
療
が
成
功
し
て
い
る
の
が

理
想
で
す
。
こ
こ
は
さ
ら
に
向

こ
う
側
の
世
界
な
の
で
、
こ
う

い
う
事
柄
が
大
事
だ
と
言
う
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
頑
張
っ

て
下
さ
い
。
年
収
一
千
万
円
超

え
ま
す
よ
。

　

期
Ｃ
組　

金　

子　

武　

良

２４

　

今
回
、
私
は
日
本
指
圧
専
門

学
校
、
鈴
木
林
三
先
生
の
計
ら

い
で
、
八
月
下
旬
ハ
ワ
イ
愛
泉

指
圧
学
校
因
泥
先
生
の
所
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
と
同
様
、
気
温
は
高
い

の
で
す
が
湿
度
が
少
な
く
、
空

気
が
カ
ラ
ッ
と
し
て
い
る
為
か
、

大
変
過
ご
し
や
す
い
所
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

因
泥
先
生
の
所
で
は
、
毎
朝

６
：　

〜
６
：　

ま
で
ミ
ー

００

３０

テ
ィ
ン
グ
、
６
：　

〜
８
：

３０

　

ま
で
指
圧
の
早
朝
練
習
を
し

００て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
１

０
０
万
円
を
月
収
入
と
し
て
得

ら
れ
る
指
圧
師
を
目
標
に
育
成

し
て
い
る
と
の
こ
と
、

大
変
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

二
人
一
組
に
な
り
、

お
互
い
に
受
け
手
に

対
し
て
の
体
の
状
態

を
伝
え
、
押
し
手
へ

の
感
想
・
意
見
を
言

う
こ
と
に
よ
っ
て
刺

激
し
あ
い
な
が
ら
向

上
し
て
い
る
姿
に
、

日
本
指
圧
専
門
学
校

当
時
の
先
生
方
の
熱

意
あ
る
授
業
風
景
を

思
い
出
さ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
の
指
圧
が
異

国
の
地
・
ハ
ワ
イ
に
て
今
後
も

大
き
く
発
展
す
る
こ
と
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
ハ
ワ
イ
に
て
研
修
を
受

け
ら
れ
た
事
を
心
よ
り
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
私
自
身
今
後
も

一
人
の
指
圧
師
と
し
て
、
後
進

に
伝
え
た
く
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
若
い
人
た
ち
が
力
を

つ
け
、
体
調
不
良
の
患
者
さ
ん

た
ち
が
多
数
快
方
に
向
か
う
こ

と
に
よ
り
、
社
会
の
指
圧
に
対

す
る
目
も
変
化
し
、
我
々
の
生

活
の
向
上
も
計
ら
れ
る
事
を
希

望
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
鈴

木
先
生
に
感
謝
し
、
今
回
得
ら

れ
た
研
修
成
果
を
大
い
に
役
立

て
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ハ
ワ
イ
指
圧
学
校
研
修

ハ
ワ
イ
指
圧
学
校
研
修

金子武良　前列左
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一
、
原
稿
依
頼
の
こ
と

　

幹
事
長
に
就
任
間
も
な
く
の

あ
る
日
、
会
報
委
員
会
か
ら
特

別
寄
稿
「
浪
越
指
圧
の
真
髄
」

に
原
稿
を
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

第
一
回
が
鈴
木
林
三
先
生
の

「
基
本
指
圧
に
つ
い
て
の
私
見
」、

第
二
回
が
稲
場
哲
夫
先
生
の

「
浪
越
指
圧
の
真
髄
」
と
い
う

シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
新
任
の
役

員
と
し
て
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
ス
ピ
ー
チ
ぐ
ら
い
に
解
し
て

い
て
、
与
え
ら
れ
た
事
は
、
出

来
う
る
限
り
…
引
き
受
け
る
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

決
心
し
な
が
ら
、
興
奮
状
態
か

ら
抜
け
出
し
て
い
な
い
状
況
で

の
依
頼
で
あ
っ
た
。

　

第
三
回
目
に
私
！
、
後
悔
先

に
立
た
ず
な
の
で
あ
る
。
お
断

り
す
る
礼
儀
も
弁
え
な
い
で
受

け
て
し
ま
っ
た
。

　

さ
て
、
前
二
回
の
大
先
輩
は
、

云
う
ま
で
も
な
く
こ
の
途
の
経

験
技
量
と
も
に
最
高
峰
の
施
術

者
、
教
育
者
で
も
あ
る
。
そ
の

立
場
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
真
髄
を

語
る
有
資
格
者
で
も
あ
り
実
力

者
で
も
あ
ろ
う
。
真
髄
と
は
…

そ
の
道
の
奥
義
…
と
あ
る
。

ど
う
考
え
て
も
こ
の
道
を
極
め

て
い
な
い
立
場
の
私
が
奥
義
と

は
お
こ
が
ま
し
い
話
で
あ
る
。

で
は
こ
の
立
場
で
何
を
語
る
こ

と
が
出
来
る
の
か
？
や
は
り
こ

の
道
を
求
め
て
い
る
者
と
し
て

の
立
場
で
そ
の
レ
ベ
ル
で
の
偽

り
無
い
想
い
を
語
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
出
稿
を

断
ら
な
か
っ
た
事
が
悔
や
ま
れ

る
。
せ
め
て
タ
イ
ト
ル
変
更
の

お
許
し
を
。

二
、
指
圧
師
を
目
指
す
こ
と
。

　

改
め
て
振
り
返
る
と
、
私
の

場
合
、
こ
の
道
を
選
ん
だ
の
は

厳
し
い
毎
日
の
重
労
働
で
疲
労

困
憊
し
て
ダ
ウ
ン
寸
前
の
時
、

指
圧
を
受
け
る
と
す
っ
か
り
疲

れ
が
取
れ
元
気
一
杯
に
な
っ
て
、

度
々
厳
し
い
仕
事
に
挑
戦
で
き

た
実
体
験
か
ら
、
受
け
る
立
場

か
ら
や
る
立
場
に
な
り
た
い
と

考
え
た
事
が
き
っ
か
け
で
あ
っ

た
。「
…
圧
さ
れ
る
と
（
圧
せ

ば
）
生
命
の
泉
湧
く
！
」
を
充

分
体
感
で
き
、
そ
の
素
晴
ら
し

さ
に
魅
了
さ
れ
て
の
決
断
で

あ
っ
た
。

　

知
人
や
両
親
が
施
療
者
で
門

前
の
小
僧
か
ら
プ
ロ
を
目
指
す

人
や
自
身
が
患
っ
て
指
圧
の
お

陰
で
健
康
に
な
っ
た
人
は
、
受

け
手
と
し
て
の
良
さ
を
充
分
体

験
し
た
上
で
の
選
択
で
あ
っ
た

事
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
現
在
は
想
い
が
叶
い

入
学
を
許
さ
れ
三
年
間
の
就
学

の
後
、
資
格
も
取
れ
指
圧
師
と

し
て
の
生
業
を
始
め
よ
う
と
し

て
も
、
な
か
な
か
収
入
に
結
び

つ
か
な
い
こ
と
が
多
い
。

　

一
般
に
商
取
引
は
売
り
手
と

買
い
手
で
成
り
立
つ
。
指
圧
師

の
施
術
は
売
り
手
の
商
品
と
同

じ
で
買
い
手
が
な
い
と
成
り
立

た
な
い
。
又
商
品
は
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
で
は
あ
っ
て
も
、
一
定

の
質
と
量
が
確
保
さ
れ
売
り
手

の
高
い
倫
理
観
、
聖
職
意
識
に

裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
商
品
を
社

会
が
認
め
て
こ
そ
職
業
と
し
て

成
り
立
つ
わ
け
で
あ
る
。

　

師
、
浪
越
徳
治
郎
先
生
は
生

涯
を
「
指
圧
」
を
世
に
出
し
、

高
い
技
術
と
し
て
官
民
に
認
め

さ
せ
、
後
進
の
指
導
に
捧
げ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
応
分
の
教
育

を
受
け
先
輩
の
経
験
を
見
聞
し

て
も
な
か
な
か
職
業
人
と
し
て

認
め
ら
れ
な
い
こ
の
差
は
並
大

抵
で
は
な
い
。

三
、「
指
圧
」
の
法
的
位
置
付

け
の
こ
と
。

　

師
、
浪
越
徳
治
郎
先
生
が
四

年
間
の
あ
ん
摩
の
修
行
を
終
え

た
後
、
大
正
十
四
年
三
月
試
験

に
合
格
、
同
年
九
月
室
蘭
で
開

業
、
昭
和
八
年
に
は
上
京
、
十

五
年
に
は
「
日
本
指
圧
学
院
」

の
創
立
と
「
…
一
代
記
」
に
詳

し
い
が
、
昭
和
二
十
二
年
Ｇ
Ｈ

Ｑ
主
導
の
医
業
改
正
の
際
、
八

年
間
の
猶
予
期
間
を
設
け
て
療

術
の
分
類
に
有
っ
た
指
圧
が
原

則
廃
止
に
な
る
事
に
な
っ
た
時
、

「
指
圧
は
ア
ン
マ
に
非
ず
！
」

と
「
東
京
療
術
師
組
合
」
を
結

成
し
副
組
合
長
に
な
っ
て
い
た

関
係
で
、「
全
国
ア
ン
マ
鍼
灸

連
盟
」、「
日
本
鍼
灸
師
会
」
と

は
対
峙
、
三
十
年
の
改
正
で
は

〈
指
圧
〉
だ
け
が
採
用
さ
れ

（
法
的
に
は
従
来
の
療
術
全
体

が
含
ま
れ
る
意
味
で
あ
っ
た

が
）
療
術
師
仲
間
か
ら
も
疎
ま

れ
る
と
い
う
不
幸
な
成
り
行
き

が
あ
っ
た
と
き
く
。
又
師
自
身

も
「
自
分
の
指
圧
は
従
来
の
ア

ン
マ
を
含
む
漢
方
医
療
に
は
影

響
を
受
け
て
い
な
い
」
と
明
言
、

民
間
療
法
と
は
一
線
を
劃
す
意

識
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
後
に
芹
沢
勝
介
先
生
、

伊
澤
正
先
生
、
佐
藤
岩
次
郎
先

生
、
増
永
静
人
先
生
等
に
よ
る

東
洋
医
学
系
の
解
釈
と
は
異

な
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥

当
の
よ
う
だ
。
自
分
が
指
圧
の

創
立
者
で
あ
る
と
い
う
自
負
の

表
れ
で
は
な
い
か
。

四
、
施
術
者
側
か
ら
の
疑
問

「
診
断
即
治
療
」
と
い
う
。

　

診
断
、「
何
が
根
拠
に
…
」

と
問
え
ば
「
…
指
が
出
来
れ
ば

わ
か
る
」
と
答
え
が
返
っ
て
く

る
（
指
圧
理
論
の
鈴
木
林
三
先

生
）。「
指
が
出
来
る
の
は
ど
う

や
っ
て
解
る
…
」
に
そ
れ
も
指

が
出
来
れ
ば
解
る
と
い
う
。
そ

の
「
根
拠
�
」
の
た
め
に
命
が

懸
か
る
。
恐
ら
く
、
多
く
の
施

術
者
は
修
練
し
て
も
指
が
出
来

な
い
の
だ
ろ
う
。
出
来
な
い
内

に
仕
事
に
な
り
、
何
の
拠
り
ど

こ
ろ
も
無
い
ま
ま
、
一
定
時
間

の
悪
戦
苦
闘
。
そ
こ
で
理
由
ず

け
に
解
剖
、
経
絡
が
出
て
く
る

と
ほ
っ
と
し
て
、
先
ず
納
得
と

な
る
の
だ
ろ
う
。

　

仮
に
指
が
出
来
て
（
錯
覚
し

て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
が
）
診

断
し
圧
せ
ば
治
療
に
な
る
か
？

　

ま
た
、「
指
圧
の
心
…
母
心
」

が
あ
っ
た
。

　

一
体
「
母
心
」
と
は
？
母
心

は
ど
う
や
っ
て
学
べ
ば
よ
い
の

だ
ろ
う
？
ど
う
し
て
「
父
心
」

は
出
て
こ
な
い
の
か
？「
母
心
」

を
「
生
み
出
す
力
、
慈
愛
、
包

容
力
」
な
ど
に
例
え
れ
ば
、

「
指
圧
の
心
」
と
は
「
施
術
者

の
平
素
の
心
掛
け
」
な
の
か

「
施
術
者
の
心
情
」
な
の
か

「
一
連
の
施
術
行
為
の
象
徴
表

現
」
な
の
か
？
し
か
し
、
指
圧

は
施
術
者
と
患
者
が
在
っ
て
初

め
て
成
立
す
る
世
界
で
「
施
術

者
Ａ
が
圧
せ
ば
患
者
Ｂ
は
泉
湧

く
」
と
い
う
相
関
関
係
が
成
り

立
つ
の
か
？
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を

公
に
語
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十

八
年
、
パ
ー
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で

の
講
演
会
の
際
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
尤
も
昭
和
十
七
年
三
月
、

「
指
圧
讃
歌
発
表
記
念
講
演
会
」

が
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ

の
時
点
で
文
言
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
概
念
と
し
て
は
、
ず
っ

と
さ
か
の
ぼ
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。

五
、
本
物
の
指
圧
師
に
。

　

数
年
前
、「
カ
リ
ス
マ
美
容

師
、
○
○
料
理
の
達
人
、
…
」

が
話
題
に
な
り
し
ば
ら
く
し
て

殆
ど
贋
も
の
と
解
り
、
甚
だ
し

い
の
は
無
免
許
者
も
い
た
。

　

手
技
療
法
は
、
も
と
よ
り
人

の
手
で
行
う
治
療
行
為
で
あ
り
、

宿
命
的
に
治
療
師
の
個
々
の
技

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
行
為

の
結
果
を
理
論
付
け
し
て
も
結

果
が
出
て
こ
な
い
。
又
技
だ
け

で
は
な
い
偽
薬
効
果
や
病
に
対

す
る
哲
学
観
な
ど
も
結
果
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
。

　

カ
リ
ス
マ
治
療
師
が
（
目
標

で
は
な
い
が
、）
短
期
的
に
持

て
囃
さ
れ
る
要
素
は
贋
も
の
に

も
あ
る
。
し
か
し
所
詮
化
け
の

皮
が
剥
れ
る
と
す
れ
ば
根
拠
の

無
い
も
の
を
頼
っ
て
の
仕
事
は

本
望
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
し
て

公
的
免
許
が
有
る
だ
け
で
贋
も

の
に
も
劣
る
技
量
で
甘
ん
ず
る

わ
け
に
も
絶
対
に
ゆ
か
な
い
。

　

師
が
偉
大
で
手
の
届
か
な
い

存
在
で
有
る
た
め
に
、
偽
徳
治

郎
で
甘
ん
ず
る
事
で
な
く
、
第

二
の
浪
越
徳
治
郎
を
目
指
す
同

志
を
輩
出
し
て
ゆ
く
事
が
望
ま

れ
て
な
ら
な
い
。

「
浪
越
指
圧
を
求
め
て
」

三
十
九
期　

横　

川　

純　

夫
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期　

藤　

田　

一　

彦

２０

　　

昭
和　

年
（
１
９
７
６
年
）

５１

に
指
圧
学
校
に
入
学
い
た
し
ま

し
た
。

　

昭
和　

年
４
月
よ
り
浪
越
指

５３

圧
本
部
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
同
年　

月
よ
り

１１

浪
越
指
圧
有
楽
町
セ
ン
タ
ー
に

昭
和　

年
４
月
に
独
立
す
る
ま

６２

で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

昭
和　

年
（
１
９
８
２
年
）

５７

４
月
、
第　

期
生
よ
り
非
常
勤

２６

講
師
と
し
て
指
圧
実
技
の
指
導

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
に
助
手
と
し
て
つ
い
て
御

指
導
い
た
だ
い
た
先
生
が
鈴
木

林
三
先
生
で
し
た
。
手
取
り
足

取
り
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
て

い
た
だ
き
、
今
で
も
そ
の
教
え

を
守
り
、
実
技
の
指
導
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
鈴
木
先

生
は
浪
越
指
圧
有
楽
町
セ
ン

タ
ー
の
主
任
も
な
さ
っ
て
い
て
、

公
私
共
に
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

最
初
に
号
令
を
か
け
て
、
し

ど
ろ
も
ど
ろ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
授
業
、
生
徒
に
質
問
を
さ
れ

て
緊
張
し
た
こ
と
な
ど
、
今
で

も
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　

私
も
昭
和　

年
か
ら
昭
和　

５３

６２

年
ま
で
勤
務
し
、
昭
和　

年
か

６２

ら
平
成　

年
ま
で
開
業
し
ま
し

１７

て
お
も
い
ま
し
た
こ
と
は
浪
越

指
圧
の
基
本
実
技
に
勝
る
技
術

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

浪
越
徳
治
郎
先
生
に
は
よ
く

実
技
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

と
く
に
前
頚
部
と
腹
部
は
手

を
と
っ
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

腹
部
な
ど
は
掌
圧
だ
け
１
時

間
も
練
習
し
、
手
首
が
痛
く
な

る
ほ
ど
で
し
た
が
、
い
ま
に
な

る
と
、
こ
の
練
習
の
あ
り
が
た

み
が
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
４
月
よ
り
指
圧
学

１７

校
の
専
任
教
員
に
む
か
え
て
い

た
だ
き
、
大
変
光

栄
に
お
も
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
指

圧
学
校
に
骨
を
埋

め
る
つ
も
り
で
仕

事
を
し
ま
す
の
で
、

先
生
方
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

指
圧
学
校
を
卒

業
し
て
ず
い
ぶ
ん

年
数
が
た
ち
ま
し

た
が
、
ひ
と
つ
の

仕
事
を
変
わ
る
こ

と
な
く
、
出
来
た

こ
と
は
周
り
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
卒
業
生
の
皆

さ
ん
が
気
軽
に
学
校
を
訪
ね
て

く
だ
さ
る
よ
う
な
、
学
校
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

現
在
は
指
圧
学
校
も
大
変
明

る
く
、
学
生
に
と
っ
て
す
ご
し

や
す
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
放
課
後
も
学
生
が

教
室
や
図
書
室
で
勉
強
が
で
き

た
り
、
５
階
の
実
技
室
で
実
技

の
練
習
を
行
な
っ
た
り
と
、
大

変
ひ
ら
か
れ
た
学
校
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
様
、
気
楽
に
学

校
に
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

卒
業
生
の
皆
様
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　
　

期　

木　

下　
　
　

誠　

１８

　

昭
和　

年
春
、　

期
生
と
し

５１

１８

て
日
本
指
圧
学
校
を
卒
業
し
、

同
年
７
月
か
ら　

期
生
の
指
圧

１９

実
技
を
教
え
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
勤
続　

年
に
な
り
ま
す
。

３０

　

生
徒
で
１
年
生
の
時
に
、
後

藤
保
正
先
生
に
解
剖
学
を
、
２

年
生
の
時
に
、
石
垣
惟
一
先
生

に
医
学
史
、
医
事
法
規
、
石
塚

寛
先
生
に
解
剖
学
、
田
村 

二

先
生
に
病
理
学
、
小
林
秋
朝
先

生
に
指
圧
実
技
を
教
え
て
頂
い

た
こ
と
を
、
今
で
も
想
い
出
し

ま
す
。

　

昭
和　

年
７
月
よ
り
勤
務
さ

５１

せ
て
頂
い
た
『
浪
越
指
圧
本
部

セ
ン
タ
ー
』
を
、
平
成
３
年
９

月
に
退
職
し
、
同
月
、
新
宿
区

神
楽
坂
に
『
指
圧
の
神
陽
館
』

を
開
業
し
、
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

　

故
浪
越
徳
治
郎
先
生
が
、
開

業
祝
い
に
２
回
も
来
て
下
さ
り
、

大
変
恐
縮
し
ま
し
た
。

　

神
楽
坂
の
『
ち
ゃ
ん
こ
琴
乃

富
士
』
に
来
る
た
び
に
、
指
圧

の
神
陽
館
の
宣
伝
を
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と

と
思
い
、
徳
治
郎
先
生
に
手
を

合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
７
年
か
ら
筑
波
大
学
理

療
科
教
員
養
成
施
設
、
平
成　
１２

年
か
ら
筑
波
技
術
短
期
大
学

（
現
・
筑
波
技
術
大
学
）、
平
成

　

年
か
ら
東
京
医
療
専
門
学
校

１６鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
員
養
成
科

で
も
、
指
圧
を
教
え
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
お
い

て
、『
自
立
で
き
る
（
食
べ
ら

れ
る
）
治
療
師
』
を

育
て
る
こ
と
を
使
命

と
し
て
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。

　

平
成　

年
か
ら
、

１５

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
日
本

指
圧
協
会
の
理
事

（
学
術
部
副
部
長
）

と
し
て
、
協
会
本
部

研
究
会
（
参
加
費
無

料
）
の
講
師
も
し
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
。

ご
参
加
下
さ
い
。

　

今
年
の
３
月
１
日

に
、『
あ
ん
摩
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
指
圧
に
よ

る
全
身
調
整
』
と
い
う
本
が
、

医
歯
薬
出
版
（
株
）
よ
り
出
版

さ
れ
、
指
圧
の
部
分
を
担
当
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
部
分

は
、
昭
和　

年
秋
、
故
浪
越
徳

５１

治
郎
先
生
が
指
圧
実
技
担
当
の

先
生
方
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
な

さ
れ
、
故
浪
越
徹
先
生
が
受
け

継
が
れ
、
そ
の
取
り
決
め
が
基

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

歳
に
な
り
、
日
本
肥
満
協

５３
会
が
提
唱
す
る
理
想
体
重
よ
り

３
�
オ
ー
バ
ー
を
、
な
ん
と
か

キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。
だ
ん
だ

ん
と
、
白
髪
も
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
、
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
窓
会
総
会
で
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。
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Ⅰ
、
は
じ
め
に

　

昨
年
度
ま
で
は
、
体
後
面
へ

の
浪
越
式
基
本
操
作
の
指
圧
刺

激
に
よ
る
、
立
位
体
前
屈
値
お

よ
び
脊
柱
の
可
動
性
の
変

化
１
）３
）４
）

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

そ
こ
で
今
年
度
は
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
結
果
を
踏
ま
え
た
上

で
、
体
幹
前
面
へ
の
指
圧
刺
激

に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
研
究
す

る
為
、
腹
部
へ
の
指
圧
刺
激
を

行
い
、
立
位
体
前
屈
値
お
よ
び

脊
柱
可
動
域
に
つ
い
て
の
変
化

を
検
討
し
た
の
で
報
告
す
る
。

Ⅱ
、
実
験
方
法

１
、
対
象

　

対
象
は
健
常
男
性　

名
、
年

４７

齢　

〜　

歳
（
平
均　

・
５

１８

６４

３５

歳
）
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
被
験
者
に
は
予
め
実

験
内
容
を
十
分
に
説
明
し
、
同

意
を
得
た
上
で
行
っ
た
。
ま
た
、

実
験
当
日
に
指
圧
等
の
刺
激
を

受
け
る
こ
と
を
避
け
さ
せ
た
。

２
、
実
験
期
間

　

２
０
０
５
年
５
月
７
日
〜
９

月　

日
１７

３
、
実
験
場
所

　

日
本
指
圧
専
門
学
校
の
指
圧

実
技
実
習
室
で
行
っ
た
。

室
温
は　

±
１
℃
を
保
っ
た
。

２５

４
、
測
定
機
器
（
図
１
）

　

立
位
体
前
屈
値
は
立
位
体
前

屈
測
定
器
（
ヤ
ガ
ミ
社
製
）
を

用
い
、
筋
の
柔
軟
性
は
筋
硬
度

測
定
器
（
ア
ク
シ
ム
社
製　

ビ
ー
ナ
ス
ト
ロ
ン
�

）
を
用
い
、

脊
柱
可
動
域
は
脊
柱
測
定
器

（
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
社
製　

ス
パ

イ
ナ
ル
マ
ウ
ス
�

）
を
用
い
て

測
定
し
た
。

５
、
デ
ー
タ
の
保
存

　

筋
硬
度
測
定
器
か
ら
の
デ
ー

タ
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ

ト
を
経
由
し
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
（
２
６
１
１－

４

５
６
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
）
に
転
送
、
保

存
し
、
脊
柱
測
定
器
か
ら
の

デ
ー
タ
は
、
ベ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
経
由
し
て
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
２
６
５
５

－

Ｐ
３
Ｊ
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
）
に
転
送
、

保
存
し
た
。

６
、
刺
激
方
法
（
図
２
）

　

浪
越
式
指
圧
は
全
身
の
施
術

が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

一
部
の
仰
臥
位
鼠
径
部
お
よ
び
、

腹
部
に
対
し
て
、
以
下
の
通
り

施
術
し
た
。

（
１
）
左
右
鼠
径
部
掌
圧
１
点

（
２
）
腹
部
掌
圧
９
点

（
３
）
腹
部
両
手
母
指
圧　

点
２０

　

１
点
圧
３
秒
３
通
り
、
鼠
径

部
の
み
１
点
圧
５
秒
３
回
で

行
っ
た
。

　

施
術
は
計
２
名
の
施
術
担
当

者
が
、
予
め
刺
激
量
が
同
一
と

な
る
よ
う
調
整
し
た
上
で
行
っ

た
。
圧
の
強
さ
は
被
検
者
が
快

圧
と
感
じ
る
約
５
�
か
ら　

�
１５

で
行
っ
た
。
な
お
、
施
術
は
全

て
通
常
圧
法
（
漸
加
、
持
続
、

漸
減
）
で
行
っ
た
。

７
、
実
験
手
順

　

被
検
者
に
は
事
前
に
、
実
験

内
容
を
十
分
に
説
明
し
同
意
を

得
る
と
共
に
、
腰
痛
な
ど
日
常

的
な
自
覚
症
状
等
を
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
に
記
入
さ
せ
た
。

　

脊
柱
測
定
器
で
測
定
す
る
た

め
の
マ
ー
キ
ン
グ
を
右
脊
柱
起

立
筋
の
Ｃ
７

と
Ｓ
３

の
高
さ
に
施

し
、
筋
の
柔
軟
性
を
測
定
す
る

た
め
の
マ
ー
キ
ン
グ
を
左
右
の

志
室
・
腎
兪
・
大
腸
兪
・
膈
関

に
そ
れ
ぞ
れ
施
し
た
。
筋
硬
度

測
定
位
置
を
図
３
に
示
す
。

　

立
位
体
前
屈
値
お
よ
び
脊
柱

可
動
域
の
測
定
は
高
さ　

�
の

４５

台
上
で
行
い
、
安
静
お
よ
び
筋

の
柔
軟
性
の
測
定
お
よ
び
施
術

は
、
床
面
に
敷
い
た
薄
い
マ
ッ

ト
上
で
行
っ
た
。

（
１
）
施
術
前
脊
柱
可
動
域
お

よ
び
立
位
体
前
屈
値
測

定

（
２
）
安
静
５
分
（
伏
臥
位
）

※
無
作
為
に
抽
出
し
た

９
例
に
於
い
て
は
、
こ

の
間
に
施
術
前
筋
硬
度

測
定
（
伏
臥
）

（
３
）
鼠
径
部
、
腹
部
を
浪
越

式
指
圧
の
基
本
操
作
で

施
術
（
仰
臥
位
）

（
４
）
５
分
間
の
安
静
（
仰
臥

位
）
※
無
作
為
に
抽
出

し
た
９
例
に
於
い
て
は
、

こ
の
後
に
施
術
後
筋
硬

研

究

発

表

日
本
指
圧
専
門
学
校

学
生　

○
宮
地　

愛
実　

青
山　

敏
彦　

芦
川　

洋
司　

　
　
　
　

小
作　
　

治　

奥
山　

貴
秀　

瀬
戸　

美
昭

　
　
　
　

宮
島　
　

大　

山
口　
　

博　

浅
田　

秀
男　

　
　
　
　

小
井
川　

隆　

甲
斐　

里
惠　

加
藤　

正
毅　

　
　
　
　

佐
藤　

広
大　

松
本　
　

修　

豊
村　
　

淳
　
　
　
　

藤
森　

一
英　

山
岸　

浩
二　

江
澤　

優
子

共
同
研
究
者　

衛
藤　

友
親
（
日
本
指
圧
協
会
会
員
） 

指
導
教
員　

石
塚　

寛　

神
田　

浩
士　

渡
邉　

和
雄

　
　
　
　
　

大
沢　

秀
雄
（
筑
波
技
術
大
学
）

　
　
　
　
　

森　
　

英
俊
（
筑
波
技
術
大
学
）

腹
部
指
圧
刺
激
に
よ
る
脊
柱

の
可
動
性
に
対
す
る
効
果

図１　スパイナルマウス�

図２　施術部位（文献５より引用）

図３　筋硬度測定位置
　　　　（文献６より引用）
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度
測
定
（
伏
臥
）

（
５
）
施
術
後
脊
柱
可
動
域
お

よ
び
立
位
体
前
屈
値
測

定

　

以
上
の
実
験
終
了
後
、
施
術

者
は
筋
の
緊
張
や
硬
結
な
ど
の

状
態
の
変
化
に
つ
い
て
記
録
し

た
。

　

な
お
、
被
検
者　

名
中
に
対

１５

し
、
上
記
の
手
順
の
中
で
指
圧

刺
激
を
加
え
な
い
無
刺
激
実
験

を
行
っ
た
。

８
、
デ
ー
タ
処
理

　

立
位
体
前
屈
値
・
脊
柱
可
動

域
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
施
術

前
後
の
差
を
ｔ
検
定
を
用
い
て

統
計
学
的
に
処
理
し
た
。

（
１
）
脊
柱
の
可
動
性
に
つ
い

て
（
図
４
）

　

図
は
ス
パ
イ
ナ
ル
マ
ウ
ス
�

で
測
定
し
た
直
立
、
前
屈
、
後

屈
の
姿
勢
で
、
脊
柱
傾
斜
角
度

は
Ｓ
３

を
基
点
と
し
た
鉛
直
方

向
へ
の
直
線
を
基
準
に
し
て
、

Ｃ
７

か
ら
Ｓ
３

を
結
ん
だ
直
線
の

傾
斜
角
度
を
、
前
屈
方
向
を
プ

ラ
ス
、
後
屈
方
向
を
マ
イ
ナ
ス

で
示
し
、
脊
椎
傾
斜
角
度
は
、

水
平
を
基
準
に
し
て
仙
骨
を
含

む
各
椎
体
間
の
傾
斜
角
度
を
、

前
屈
方
向
を
プ
ラ
ス
、
後
屈
方

向
を
マ
イ
ナ
ス
で
示
す
。

　

な
お
、
本
実
験
に
於
い
て
は

 

以
内
の
変
化
値
を
誤
差
と
捉

え
、
不
変
値
と
し
た
。

（
２
）
筋
の
硬
さ
に
つ
い
て

（
図
５
）

　

触
覚
セ
ン
サ
ー
を
最
大
圧
力

　
　　１°

１
０
０
�
で
押
し
込
ん
だ
時
の
、

往
復
の
荷
重
変
化
お
よ
び
振
動

周
波
数
変
化
量
を
刺
激
前
後
で

比
較
し
た
。

　

図
の
Ｘ
軸
は
押
し
込
む
過
程

で
の
圧
力
、
Ｙ
軸
は
そ
の
時
の

共
振
周
波
数
で
、
グ
ラ
フ
の
線

の
傾
き
が
Ｘ
軸
に
近
い
ほ
ど
筋

は
硬
く
、
Ｙ
軸
に
近
い
程
、
筋

が
柔
ら
か
く
、
筋
の
弾
性
は
押

し
込
み
圧
力
の
復
路
と
往
路
の

振
動
周
波
数
の
差
で
示
さ
れ
、

差
が
少
な
く
な
る
ほ
ど
弾
性
が

増
加
す
る
。

Ⅲ
、
結
果

１
、
立
位
体
前
屈
値
（
図
６
）

　

刺
激
前
２
・
７
±
１
・
３
�

m
ean

SE

（ 
   

± 
 
）、
刺
激
後
４
・

９
±
１
・
２
�
で
、
有
意
な
改

善
が
認
め
ら
れ
た
（ｐ

＜
0.01

    
）。

改
善
頻
度
は　

例
中　

例
で
あ

４７

３６

り
、
他
は
不
変
１
例
、
改
悪
が

　

例
で
あ
っ
た
。
刺
激
前
測
定

１０値
か
ら
刺
激
後
測
定
値
を
引
い

た
前
後
差
の
平
均
は
２
・　

±
１５

０
・　

�
で
あ
っ
た
。

５４

　

な
お
、
無
刺
激
例　

例
で
の

１５

前
後
測
定
差
で
は
有
意
差
は
み

ら
れ
な
か
っ
た
。

２
、
前
屈
時
の
脊
柱
可
動
域

（
１
）
脊
柱
傾
斜
角
度
（
図
７
）

　

測
定
器
の
誤
作
動
に
よ
る

デ
ー
タ
を
除
い
た
結
果
、
刺
激

前
１
０
９
・
２
± 

、
刺
激
後

１
１
０
・
７
± 

で
、
有
意
差

は
認
め
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
内

訳
は　

例
中
改
善
が　

例
、
変

３９

１６

化
無
し
が　

例
、
改
善
が
み
ら

１４

れ
な
か
っ
た
の
は
９
例
で
あ
っ

た
。
前
後
差
の
平
均
は
１
・
８

　
　１.６°

　
　１.７°

± 

で
あ
っ
た
。

（
２
）
仙
骨
傾
斜
角
度
（
図
８
）

　

刺
激
前
は　

・
９
± 

。
刺

６１

激
後
は　

・
４
± 

で
、
有
意

６５

な
改
善
が
認
め
ら
た
（ｐ

＜
0.01

    
）。　

例
中　

例
で
改
善

３９

２４

が
み
ら
れ
、
８
例
で
変
化
が
無

く
、
７
例
で
改
善
が
み
ら
れ
な

か
っ
た
。
前
後
差
の
平
均
は

３
・
５
± 

で
あ
っ
た
。

３
、
筋
の
柔
軟
性

　

筋
硬
度
に
関
し
て
は
左
右
８

点
の
計
測
結
果
を
、
筋
の
硬
さ

＝
圧
力
変
化
、
筋
の
弾
性
＝
周

波
数
変
化
の
項
目
で
個
別
に
改

善
率
を
調
べ
た
結
果
、
左
志
室

で
、
硬
さ
は
３
例
改
善
（　
３３

％
）、
弾
性
は
３
例
改
善
（　
３３

％
）。
右
志
室
で
、
硬
さ
は
５

例
改
善
（　

％
）、
弾
性
は
６

５６

例
改
善
（　

％
）。
左
腎
兪
で
、

６７

硬
さ
は
３
例
改
善
（　

％
）、

３３

弾
性
は
６
例
改
善
（　

％
）。

６７

右
腎
兪
で
、
硬
さ
は
７
例
改
善

（　

％
）、
弾
性
は
５
例
改
善

７８ 　
　０.９°

　
　１.８°

　
　１.９°

　
　０.９°

（　

％
）。
左
大
腸
兪
で
、
硬
さ

５６は
６
例
改
善
（　

％
）、
弾
性

６７

は
３
例
改
善
（　

％
）。
右
大

３３

腸
兪
で
、
硬
さ
は
５
例
改
善

（　

％
）、
弾
性
は
５
例
改
善

５６
（　

％
）。
左
膈
関
で
、
硬
さ
は

５６３
例
改
善
（　

％
）、
弾
性
は

３３

４
例
改
善
（　

％
）。
右
膈
関

４４

で
、
エ
ラ
ー
デ
ー
タ
１
件
を
除

き
、
硬
さ
は
４
例
改
善
（　
５０

％
）、
弾
性
は
４
例
改
善
（　
５０

％
）
と
な
っ
た
。
右
側
の
測
定

点
で
、
比
較
的
高
い
改
善
率
が

示
さ
れ
た
が
、
全
体
で
は
一
定

の
傾
向
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

Ⅳ
、
考
察

　

今
回
、
腹
部
へ
の
指
圧
刺
激

に
よ
っ
て
立
位
体
前
屈
値
が
有

意
に
改
善
し
た
。

　

衛
藤
ら

)３  

は
背
腰
部
へ
の
指

圧
刺
激
に
よ
り
、
立
位
体
前
屈

値
や
同
部
の
筋
の
柔
軟
性
が
改

善
し
、
そ
の
機
序
と
し
て
軸
索

反
射

)８  

あ
る
い
は
交
感
神
経
抑

制
に
よ
る
血
流
増
大
に
よ
っ
て

筋
血
液
量
が
増
大
し
た
結
果

)２ 

、

筋
の
柔
軟
性
の
改
善
が
生
じ
た

と
結
論
し
た
。
田
附
ら

)４  
は
、

体
前
屈
の
制
限
因
子
と
な
る
ハ

ム
ス
ト
リ
ン
グ
ス
を
含
む
下
肢

後
面
に
対
し
て
指
圧
刺
激
を
行

い
、
立
位
体
前
屈
値
や
脊
柱
可

動
域
が
改
善
さ
れ
る
事
を
報
告

し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
背
腰
部
、
下

肢
後
面
、
腹
部
の
い
ず
れ
の
部

図４　脊柱可動域測定画面

図５　筋硬度測定画面

図６　指圧前後の立位体前屈値変化図７　前屈時の脊柱傾斜角度の変化

図８　前屈時の仙骨傾斜角度の変化
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位
へ
の
指
圧
刺
激
に
よ
っ
て
も
、

立
位
体
前
屈
値
が
改
善
さ
れ

た
。　

　

今
回
は
、
前
回
ま
で
と
異
な

り
、
体
幹
前
面
の
腹
部
を
刺
激

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
立
位
体

前
屈
値
改
善
の
原
因
と
し
て
、

次
の
様
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

腹
直
筋
は
「
第
５
〜
７
肋
骨

の
肋
軟
骨
前
面
と
剣
状
突
起
」

と
「
恥
骨
稜
」
を
結
ぶ
筋
で
あ

る
７
）
。
つ
ま
り
、
腹
直
筋
が
適

度
に
緊
張
し
て
い
れ
ば
骨
盤
は

後
傾
し
、
股
関
節
を
効
果
的
に

屈
曲
さ
せ
る
。
し
か
し
、
腹
直

筋
が
過
度
に
緊
張
し
て
い
る
と
、

骨
盤
を
過
度
に
後
傾
さ
せ
、
股

関
節
の
伸
展
を
強
要
す
る
。
そ

こ
で
、
腹
直
筋
の
過
度
の
緊
張

が
緩
和
す
れ
ば
、
仙
骨
傾
斜
角

度
が
改
善
さ
れ
、
股
関
節
の
可

動
性
が
改
善
し
、
立
位
体
前
屈

値
改
善
の
結
果
を
も
た
ら
す
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
、

腹
直
筋
の
上
方
の
付
着
部
で
あ

る
肋
軟
骨
へ
の
影
響
と
し
て
、

胸
郭
の
挙
上
・
胸
椎
の
可
動
性

の
変
化
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

衛
藤
ら
３
）
、
田
附
ら
４
）

の
報

告
で
は
指
圧
刺
激
部
位
の
筋
の

硬
さ
を
測
定
し
た
が
、
今
回
の

測
定
部
位
は
刺
激
部
位
の
腹
部

に
加
え
て
、
刺
激
部
位
と
は
離

れ
た
背
腰
部
の
筋
の
硬
さ
を
測

定
す
る
こ
と
を
当
初
、
計
画
し

た
が
、
筋
硬
度
計
ビ
ー
ナ
ス
ト

ロ
ン
�

お
よ
び
測
定
部
位
の
性

質
、
そ
の
関
係
性
か
ら
、
正
し

い
測
定
結
果
を
導
き
出
す
こ
と

が
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、
背

部
の
み
の
測
定
と
し
た
。
そ
の

理
由
と
し
て
、

（
１
）
先
端
が
半
球
形
を
し
た

セ
ン
サ
ー
と
は
言
え
、
腹
部
に

押
し
込
む
こ
と
で
、
筋
性
防
御

の
発
生
が
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
ビ
ー
ナ
ス
ト
ロ
ン
�

の
測

定
セ
ン
サ
ー
の
押
し
込
み
量
で

は
、
特
に
脂
肪
が
厚
い
腹
部
に

お
い
て
は
腹
筋
の
深
度
ま
で
達

す
る
事
が
出
来
な
い
と
予
想
さ

れ
る
。

（
３
）
呼
吸
に
よ
る
位
置
変
動

が
激
し
く
、
測
定
機
器
を
安
定

さ
せ
づ
ら
い
。

　

今
後
、
測
定
方
法
を
再
度
検

討
し
、
腹
部
の
筋
の
硬
さ
を
正

確
に
測
定
す
る
こ
と
で
、
今
回

の
実
験
結
果
の
裏
付
け
を
行
う

こ
と
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　

今
回
の
実
験
結
果
は
、
筋
緊

張
を
伴
う
腰
痛
で
、
か
つ
仰
臥

か
ら
の
体
位
変
換
が
困
難
な
症

例
に
於
い
て
、
腹
部
へ
の
指
圧

刺
激
が
有
効
で
あ
る
事
を
示
唆

す
る
成
績
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

Ⅴ
、
結
語

　

成
人
男
性　

名
を
対
象
と
し

４７

た
今
回
の
実
験
で
以
下
の
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

腹
部
お
よ
び
鼠
径
部
へ
の
浪

越
式
指
圧
刺
激
に
よ
っ
て
、
立

位
体
前
屈
を
指
標
と
す
る
脊
柱

の
可
動
性
は
、
有
意
に
改
善
し

た
。

　

稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
本

実
験
に
協
力
し
て
頂
い
た
本
校

学
生
お
よ
び
教
職
員
諸
氏
に
心

よ
り
感
謝
の
意
を
表
す
。
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論
、
医
道
の
日
本
社
、
神
奈
川
、

１
９
９
２

C
lem
W
.Thom

pson
R
.T.Floyd

７
） 
   
  
     
    
・         

著
。

中
村
千
秋
・
竹
内
真
希
翻
訳
：
身
体

運
動
の
機
能
解
剖
、
２
１
８－

２
２

１
、
医
道
の
日
本
社
、
神
奈
川
、
１

９
９
７

Sato
A
,Sato

Y
,Schm

idt
R
F
:
The

８
） 
     
       
     
     
        

im
pactof

som
atosensory

inputon

  
           
                    

autonom
ic
functions.

R
eview

s
of

       
               
     
     

Physiology
B
iochem

istry
and

           
 
      
      
    

Pharm
acology,130

:1-328,1997
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寄
付
金
賛
助
者
ご
芳
名

同
窓
会
会
員
の
皆
様
か
ら

　
　
　
　
寄
付
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

�

�

�

�

���������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。

私
、
今
年
度
か
ら
初
め
て

同
窓
会
報
紙
の
編
集
に
携

わ
ら
せ
て
頂
き
ま
す
金
子

と
申
し
ま
す
。

　

伝
通
院
の
指
塚
の
桜
も

散
り
始
め
、
緑
が
芽
を
吹

き
始
め
て
穏
や
か
な
春
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
指
圧
専
門
学
校
で

は
今
年
度
百
十
七
名
の
新

入
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
節
目
の
第
五
十
期

生
に
な
り
ま
す
。
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
て
元
気
に

挨
拶
を
し
て
く
る
学
生
達

に
心
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
三
年
間
共
に
成
長
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
同
窓
会
報
は
第

二
十
七
号
に
な
り
ま
す
。

昨
年
は
浪
越
徳
治
郎
先
生

生
誕
百
年
を
祝
う
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
海

外
メ
ン
バ
ー
訪
日
日
記
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
役
員
の
紹
介
、
浪

越
徳
治
郎
杯
争
奪
芸
能
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大

会
の
記
事
、
等
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。
楽
し
く
お
読
み
頂

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。（
智
）

編
集
後
記



●平成１８年５月１日

―２２―

●日本指圧専門学校同窓会 会 報 （第２７号）

収　　入　　の　　部

１８年度予算案１７年度決算１７年度予算

１２，７２９，８２９１１，７１８，８５９１１，７１８，８５９前 年 度 よ り 繰 越

１，７５５，０００１，７７０，０００１，８６０，０００入 会 金

１，５００，０００１，３０２，０００１，７００，０００運 営 費

１，３００，０００１，０１０，０００１，５００，０００総 会 費

０２０６，１００２５０，０００芸 能 大 会 会 費

２５０２６７２５０預 金 利 息

３０，０００３６，００００そ の 他 収 入

００１，０００，０００記念事業引当金戻入

１，０００，０００１，２５１，００００寄 付 金

１８，３１５，０７９１７，２９４，２２６１８，０２９，１０９収 入 合 計

支　　出　　の　　部

１８年度予算案１７年度決算１７年度予算

１，５００，０００１，２６０，１７１１，５００，０００総 会 費

０２５６，７２１３００，０００芸 能 大 会 会 費

５００，０００００講 習 会 費

１，５００，０００１，２８１，３８２１，５００，０００会 報 発 行 費

２５０，０００１７０，９１５２５０，０００通 信 費

１００，００００１００，０００印 刷 費

３００，０００２６０，０００２００，０００渉 外 費

３００，０００２１９，４００３００，０００交 通 費

１００，０００２６，３７３１００，０００慶 弔 見 舞 金

３０，０００１１，８１２３０，０００事 務 用 品 費

５０，０００８，１６８５０，０００雑 費

５０，００００５０，０００情 報 管 理 費

５０，００００５０，０００備 品 費

５０，０００５，０００５０，０００役 員 会 議 費

５０，０００３６，０００５０，０００設 備 使 用 料

５００，０００４７，４５５１００，０００予 備 費

８００，０００８００，０００８００，０００記念事業引当金繰入

０１８１，０００１，０００，０００記 念 事 業 費

６，１３０，０００４，５６４，３９７６，４３０，０００支 出 合 計

１２，１８５，０７９１２，７２９，８２９１１，５９９，１０９次 年 度 繰 越

日本指圧専門学校同窓会
決算書・予算案

自　平成１７年４月１日
至　平成１８年３月３１日

負債及び正味資産の部資　　産　　の　　部
１，６８０，０００新 規 事 業 引 受 金４２，９４２現 金
１２，７２９，８２９余 剰 金４，１８１，５２７東 京 三 菱 普 通 口

１８５，３６０振 込 み 口 座
１０，０００，０００郵 便 貯 金 口

１４，４０９，８２９合 計１４，４０９，８２９合 計

 平成 1８年３月３１日
日本指圧専門学校同窓会
　会　　長　　青　木　　　宏　　印
　会　　計　　高　橋　雄　輔　　印
　　　　　　　荷　田　冴　子　　印 
　監　　査　　柴　田　芳　市　　印
　　　　　　　田　澤　千代子　　印

賃借対照表

損益計算書
収　　入　　の　　部

内　　　訳１７年度実績
１１，７１８，８５９前 年 度 繰 越

４９期１５，０００円×１１８名１，７７０，０００入 会 金
２，０００円×６５１名１，３０２，０００運 営 費
１０６名　御祝儀　１６２，０００円１，０１０，０００総 会 費
４１名　１１７，０００円　御祝儀　４０，０００円２０６，１００芸 能 大 会 会 費
３８２名分１，２５１，０００寄 付 金
預貯金利子２６７預 金 利 息

０記念事業引当金戻入
名簿売上金３６，０００そ の 他 収 入

１７，２９４，２２６収 入 の 部 合 計
支　　出　　の　　部

内　　　訳１７年度実績
茗渓会館　１，１４０，２５０円　他１，２６０，１７１総 会 費
茗渓会館　２４６，４６１円　他２５６，７２１芸 能 大 会
会報２６号　㈱旭出版　他１，２８１，３８２会 報 発 行 費
小石川郵便局　他　郵送料、ハガキ代１７０，９１５通 信 費

０印 刷 費
指圧協会　母校祝い金等２６０，０００渉 外 費
第１回、第２回運営委員会交通費　他２１９，４００交 通 費
指聖供養　生花　田村氏　山手氏　弔電他２６，３７３慶 弔 見 舞 金
今井文具店　他１１，８１２事 務 用 品
委員会お茶代８，１６８雑 費

０情 報 管 理 費
０備 品 費

中板橋商店会館５，０００役 員 会 議 費
母校３６，０００設 備 使 用 料
第１回実技講習会４７，４５５予 備 費
※平成１８年度より新規事業引当金繰入に名称変更８００，０００記念事業引当金繰入
生誕１００年祭　スタンド生花、アトラクション参加費用１８１，０００記 念 事 業 費

４，５６４，３９７支 出 の 部 合 計
１２，７２９，８２９次 年 度 繰 越
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一、と　　き：平成１８年６月１１日（日）１０時
二、と こ ろ：茗渓会館２階　文京区大塚１－５－２３　電話０３－３９４３－０３２１
　　交　　通：地下鉄丸ノ内線　茗荷谷駅下車　２分／ＪＲ池袋駅より車　５分
三、内　　容：・総会（１０：００～１０：５０）
　　　　　　　　活動報告、会計報告、監査報告、活動計画、予算案
　　　　　　　・記念講演（１１：００～１２：２０）
　　　　　　　　　「医療類似行為に関する最高裁判決から考える、指圧業界の今後の対応」
 講　師　厚労省技官（国立リハビリセンター理療教育部教官）　芦野　純夫先生
　　　　　　　・懇親会（１２：２０～１４：３０）
四、懇親会費：８，０００円（当日納金も可）
五、申　　込：同封の郵便為替用紙で懇親会費を前納していただきますと、受け付け事務の混乱が防げ

ますのでご協力をお願い致します。

平成１８年度　通常総会・懇親会


